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お
め
で
と
う
！！！！！！！！！！！

富
良
野
小
ジ
ュ
ニ
ア
全
国
へ

　

昨
年　

月
５
日
・
６
日
、
江
別
市
で
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道
ス

１２

ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
で
、
富
良
野
小
ジ
ュ

ニ
ア
が
見
事
に
優
勝
を
果
た
し
、　

年
ぶ
り
2
度
目
の
全
国
大
会

19

出
場
の
切
符
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
！
そ
し
て
次
の

ス
テ
ー
ジ
へ
向
け
て
が
ん
ば
れ
富
良
野
小
ジ
ュ
ニ
ア
！

富良野小ジュニア後援会　原田直樹会長　大きな選手はいないのに、すばら
しいチーム力で勝ち進んできました。プレッシャーに負けず、普段どおりの
力を出して、持ち前の粘り強さでがんばってほしいです。関係のみなさんの
大きなお力添えで、全国大会に出場できますことに、深く感謝いたします。
後援会も精一杯後押しをします。応援よろしくお願いします！

Challenge to the next stage

　
「
全
然
体
が
入
っ
て
な
い
べ

や
ぁ
！
」「
は
い
っ
！
」
富
良

野
小
学
校
の
体
育
館
に
監
督

と
選
手
た
ち
の
声
が
響
き
渡

た
り
ま
す
。全
国
大
会
出
場
を

決
め
て
か
ら
も
、練
習
に
余
念

が
な
い
富
良
野
小
ジ
ュ
ニ
ア
。

　

中
川
監
督（
富
良
野
小
学
校

教
諭
）
は
「
攻
撃
は
、
レ
フ

ト
・
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ト
ど
こ

か
ら
で
も
同
じ
よ
う
な
ス
パ

イ
ク
が
決
め
ら
れ
ま
す
。ス
ー

パ
ー
エ
ー
ス
は
い
な
く
て
も
、

『
３
本
の
矢
』
で
対
抗
し
ま
す
。

守
備
も
動
き
の
良
い
バ
ッ
ク

が
守
り
立
て
、拾
っ
た
ボ
ー
ル

を
前
衛
の
誰
か
が
決
め
て
ポ

イ
ン
ト
を
と
る
バ
レ
ー
ス
タ

イ
ル
で
す
。大
き
な
選
手
は
い

ま
せ
ん
が
、５
年
生
の
と
き
か

ら
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
戦
っ
て

き
た
仲
間
で
、
攻
撃
・
守
備
と

も
に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
チ
ー

ム
で
す
」と
チ
ー
ム
を
評
価
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、多
く
の
練
習
と

試
合
の
な
か
か
ら
、
強
さ
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
培
っ
て
き

ま
し
た
。　

年
ぶ
り
の
全
国
大

１９

会
は
、３
月　

日
〜　

日
に
広

２６

２９

島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。万
全

の
準
備
で
選
手
た
ち
が
全
力

を
出
し
切
り
、

１
戦
で
も
先

へ
勝
ち
進
ん

で
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し

ま
す
！

全
員
バ
レ
ー
で
勝
ち
進
め
！

富良野小学校　北川範之校長　みなさんは、毎日がんばって練習してきまし
たね。この大会に向けての練習で、また一段と上手になったと思います。チー
ムの仲間を信じ、監督やコーチの言葉を信じて、一人ひとりベストを尽くし
てください。また、多くの人たちに支えられていることを忘れず、北海道の
代表として、堂々と試合に臨んでください。
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監督　中川　明（なかがわ　あきら）

　今の６年生を率いて３年になります。この富良
野小学校に赴任してすぐに出会ったこどもたち。
一昨年の正月に絵馬に書いた「全国出場」。それ
を実現した子どもたちを大変誇りに思っており
ます。今まで他のチームの指導者をはじめ、後援
会、そして富良野のみなさんに支えられてここま

でやってくることが
できました。感謝の気
持ちでいっぱいです。
この気持ちを子ども
たちとともにもち、自
分たちの力を出し切
り、プレーで恩返しを
したいと考えており
ます。広島に行ってき
ます！！

課 原田　珠里

（はらだ　じゅり）

頼れるキャプテン

ここぞという時の

エース

「全国大会では、今ま
で4年間、みんなで苦
しい思いや悔しい思
いをしながら練習し
てきたことや、試合で学んだことを十分に発揮し
たいです。チームの目標である「笑顔・全力・
チームワーク・ねばり」も達成できるように、そ
して1戦1戦を大切に、悔いの残らないよう全力で
プレーします。このチームで、このメンバーで出
場できる最後の大会なので、いい思い出になるよ
う、そして優勝をめざしてがんばってきます！

課

監
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嘩 細木　円果

（ほそき　まどか）

多彩な攻撃を操る堅実

派セッター

「夢の叶わなかったチー
ムの分まで精一杯力を出
し、悔いのないプレーを
したいです」

貨 品川　美冴

（しながわ　みさえ）

豪快なアタックが魅力

のレフトスパイカー

「全国大会では、悔いのな
いプレーをして小学校生
活最後の思い出に優勝し
たいです」

画 久保田　菜月

（くぼた　なつき）

強いアタックも次々に

あげるバックプレイ

ヤー

「全国では他のチームを
見て今後に生かしたいで
す。６年生が勝てるよう
しっかり応援します」

臥 高橋　佳苗

（たかはし　かなえ）

アタックもレシーブも

万能の５年生

「全国では色々なチーム
を見て勉強したいです。
来年も全国に行けるよう
努力します」

俄 永井　杏果

（ながい　きょうか）

運動センスでアタック

をバンバン拾うバック

「練習してきたことを生
かして優勝したいです。
緊張せず、声を出してが
んばります」

霞 八田　絵理

（はった　えり）

５年生ながらレシーブ

力はチーム№１

「全国大会ではたくさん
の経験をしたいです。そ
して全国のレベルを肌で
感じてきます」

我 吉田　菜央

（よしだ　なお）

コースを打ち分ける次

世代のエース

「全国ではたくさんのこ
とを学びたいです。そし
て来年も全国大会に行き
たいです」

嘩

俄

画

貨

臥

霞

我

Challenge to the next stage

ュニア全国へ

　

ず
ば
抜
け
た
選
手
が
い
な
い
代

わ
り
に
、
全
員
で
拾
い
、
ど
こ
か
ら

で
も
攻
撃
を
繰
り
出
せ
る
富
良
野

小
ジ
ュ
ニ
ア
。
文
字
ど
お
り
「
全
員

バ
レ
ー
」
で
勝
ち
取
っ
た
全
国
へ
の

切
符
。
全
道
優

勝
ま
で
の
長
い

道
の
り
を
振
り

返
り
ま
す
。

産
地
区
大
会

　

宿
敵
「
扇
山

フ
ァ
イ
ン
ズ
」

に
２
対
１
で
勝

利
し
、
上
川
管
内
大
会
へ
進
出
。

産
上
川
管
内
大
会

　

順
当
に
決
勝
へ
。
決
勝
戦
、
道
北

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
い
わ
れ
て
い
た

　

ジ
ュ
ニ
ア
」。
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
で

リ
ー
ド
を
奪
う
が
、
洗
練
さ
れ
た
攻

撃
と
エ
ー
ス
の
強
打
に
苦
し
め
ら

れ
る
。ジ
ュ
ー
ス
ま
で
も
つ
れ
た
が
、

辛
く
も
第
１
セ
ッ
ト
を
先
取
。
第
２

セ
ッ
ト
も
同
様
の
展
開
で
進
む
が
、

富
良
野
小
ジ
ュ
ニ
ア
の
持
ち
味
を

発
揮
し
て
連
取
。
２
対
０
で
夢
の
決

勝
へ
駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
は
、
６
月
の
北
大
会
で
完
敗

し
た
相
手
「
釧
路
鳥
取
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
」
と
の
再
戦
。
互
い
の
持
ち
味
が

出
た
第
１
セ
ッ
ト
、
序
盤
中
盤
と
も

に
互
角
。
終
盤
、
相
手
エ
ー
ス
の
強

烈
な
ア
タ
ッ
ク
が
冴
え
、　

対　

と

１９

１６

追
い
詰
め
ら
れ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス

エ
ー
ス
の
連
続
で
逆
転
し
最
後
の
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過 片平　くるみ

（かたひら　くるみ）

スーパーレシーブを連

発するバックの要

「全国では今までの練習
の全てを出します。応援
してくれる人の分もがん
ばります」

迦 関口　星

（せきぐち　あかり）

切れ味鋭いアタックで

チームを引っ張るライ

トスパイカー

「北海道代表の誇りをも
ち，全国にのぞみます。
そして、いい結果を出し
て帰ってきたいです」

蛾 日向　遥花

（ひなた　はるか）

声で５年生チームを支

える元気印

「全国では他のチームの
いい所を見て勉強します。
６年生が優勝できるよう
応援をがんばります」

芽 栗田　美咲

（くりた　みさき）

ライトから強いアタッ

クを打ち込む５年生ス

パイカー

「全国では他のチームの
いい所をたくさん見てき
ます。そして６年生の応
援をしっかりやります」

峨 和田　優香

（わだ　ゆうか）

最後までボールを追い

かけるがんばり屋

「みんなで力を合わせて
がんばります。自分のベ
ストプレーがたくさん出
せるようにしたいです」

蚊 五十嵐　結菜

（いがらし　ゆいな）

クロスに正確にアタック

を打ち込むサウスポー

「全国ではサーブを1本で
も多く決めたいです。み
んなに聞こえるように声
を出し、練習してきたこ
とを出し切ります」

牙 小林　寧々

（こばやし　ねね）

セッターとしてチーム

を引っ張る５年生の

キャプテン

「全国では色々な経験を
してたくさん学びたいで
す。来年も全国へ行ける
ようがんばりたいです」

過

峨

蛾

迦

芽

蚊

牙

富良野小ジュ

「
神
楽
岡
ジ
ュ
ニ
ア
」
に
も
、
サ
ー

ブ
が
効
果
的
に
決
ま
り
、
常
に
自
分

た
ち
の
ペ
ー
ス
で
試
合
を
進
め
る
。

２
対
０
の
完
勝
で
上
川
代
表
に
。

産
全
道
大
会

　

予
選
ブ
ロ
ッ
ク
を
危
な
げ
な
く

勝
ち
進
み
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
。

　

準
々
決
勝
の
相
手
は
恵
庭
の
「
恵

み
野
」。
強
烈
な
サ
ー
ブ
に
苦
し
め

ら
れ
る
展
開
に
。
第
１
セ
ッ
ト
を
粘

り
の
バ
レ
ー
で
先
取
す
る
も
、
第
２

セ
ッ
ト
を
簡
単
に
失
う
。
第
３
セ
ッ

ト
は
粘
り
あ
い
の
大
接
戦
の
末
、
最

後
は
エ
ー
ス
の
ア
タ
ッ
ク
で
死
闘

に
決
着
を
つ
け
た
。

　

準
決
勝
の
対
戦
チ
ー
ム
は
、
前
年

度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
「
江
別
中
央

サ
ー
ブ
は
ネ
ッ
ト
イ
ン
（
ネ
ッ
ト
に

当
た
っ
た
後
、
相
手
コ
ー
ト
に
ボ
ー

ル
が
落
ち
る
こ
と
）。
運
も
味
方
し

て
第
１
セ
ッ
ト
を
奪
う
と
、
続
く
第

２
セ
ッ
ト
も
一

進
一
退
の
攻
防
。

す
る
と
、
こ
こ

で
も
粘
り
の
全

員
バ
レ
ー
が
炸

裂
。
終
盤
は
レ

フ
ト
か
ら
の
攻

撃
が
決
ま
り
だ

し
、
最
後
は
相
手
の
高
い
ブ
ロ
ッ
ク

を
か
い
く
ぐ
る
レ
フ
ト
ア
タ
ッ
ク

で
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
北
大
会
の
雪
辱

を
果
た
し
、
念
願
の
全
国
大
会
出
場

を
決
め
た
。

全員バレーで勝ち進め！
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《パブリックコメント手続》意見募集期間３月４日(木)～３月２３日(火)

みなさんのご意見をお寄せください

原案を作成した理由

　急激な少子化の進行により、従来の
子育てと仕事の両立支援に加え、次代
を担う子どもが健やかに生まれ、育成
されるよう環境の整備・充実が求めら
れるようになりました。本市では平成
17年に本計画の前期計画を策定し取
り組みをしてきました。
　前期計画が平成21年度に終了する
ことから、平成22年度から平成26年度
の5年間を計画年度とする「富良野市
次世代育成支援地域行動計画(後期計
画)」を策定します。

原案の概要

●基本的な考え方

　平成17年度に策定した前期計画の
基本理念“子どもの幸せ　子育ての喜
び－協働・感動の子育て支援をめざし
て－”を受け、３つの基本的視点による
６つの基本目標を継承し、その実現の
ため前期計画の推進事業に加え、今後
5年間で新たに次の事業を推進します。
◆新規推進事業

①放課後子ども教室の開設

富
良
野
市
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）
（
案
）
に
つ
い
て

②道徳教育の充実
③家庭教育ハンドブックの作成
④読書推進に向けた体制づくり
⑤家庭における読書活動の推進
⑥地域・図書館における読書活動の推進
⑦学校における読書活動の推進
⑧地球高温化防止に配慮した取り組み
⑨自然環境に配慮した取り組み
⑩児童養護施設の充実
◆既存推進事業の新たな取り組み

①へき地保育所での一時保育の実施
②４カ月未満児の全家庭訪問
③小中高生に対する乳幼児のふれあ
　い事業の実施
④赤ちゃんの駅の実施　ほか１６事業

今後のスケジュール

３月　パブリックコメント手続結果公表
３月　計画決定予定

意見提出先／問合せ

こども未来課
〒０７６‐００18　富良野市弥生町１番３号
　志３９‐２２２３　思３９‐２２２２
　電子メール
　　kodomo-ka@city.furano.hokkaido.jp

原案(全文)の公表場所
陰行政情報コーナー

（市役所１階市民ロ

ビー)隠山部・東山支所

窓口韻担当課窓口吋文

化会館ロビー右図書館

ロビー宇市ホームペー

ジ

意見を提出できる方
○市内に住んでいる方

○市内で働いている方

○市内で学んでいる方

○市内に事業所がある

　法人や団体

意見の提出方法
○封書・ファックス・メ

　ールなど書面（様式は

　自由)・録音テープで

　お寄せください。

○担当課窓口に直接提

　出（郵送可）、または

　公表場所の意見箱へ

　提出もできます。

○意見を提出するとき

　は、住所・氏名などを

　記入してください。　

　氏名などは公表しま

　せんが、記入がない場

　合には回答できない

　場合もあります。

市民参加手続のページ

第
２
回
連
合
会
長
会
議
・
地
域
会
館
等
運
営
委
員
長
会
議

開
催
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

２
月　

日
、
合
同
会
議
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
昨

10

年
６
月
の
第
１
回
連
合
会
長
会
議
で
出
さ
れ
た
、
地
域
会
館
な
ど
の
指
定
管

理
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
地
域
会
館
運
営
委
員
長
も
同
席
い
た
だ
き
、
指

定
管
理
料
算
出
基
準
の
見
直
し
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
は　

館
の
地
域
会
館
・
集
落
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
平
成　

25

18

年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
、
地
域
の
運
営
委
員
会
に
管
理
を
委

託
し
て
い
ま
す
。
運
営
経
費
は
、
利
用
料
収
入
と
市
か
ら
の
指
定
管
理
料
、

地
域
の
会
費
な
ど
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
費
の
節
減
に
も
努
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
葬
儀
の
貸
館
減
少
な
ど
に
よ
る
利
用
料
収
入
の
減
に
よ
り
、

運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
会
館
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
の
運
営
委
員
会
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
平
成　

年
度
の
指
定

22

管
理
料
の
基
準
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

見
直
し
基
準
（
案
）
虚
光
熱
水
費
割
を　

％
か
ら　

％
に
許
平
均
割
３
万

40

50

円
か
ら
４
万
円
へ
距
新
た
に
、
そ
の
他
の
維
持
管
理
経
費
（
管
理
人
報
酬
、

消
耗
品
、
修
繕
費
、
除
雪
費
な
ど
）
か
ら
利
用
料
収
入
を
差
し
引
い
た
額
に

　

〜　

％
を
乗
じ
た
額
を
追
加
鋸
地
域
加
算（
戸
数
の
少
な
い
会
館
に
配
慮
）

60

３０

一
戸
当
た
り
の
地
域
負
担
が
７
０
０
円
（
現
行
千
円
）
を
越
え
た
場
合
加
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鰹問
 

企
画
振
興
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
４

国民健康保険運営協議会

審議員の募集

委員の任務

　国民健康保険事業の運営に関する重
要事項の審議

募集人員　１人

募集期間　３月２３日鰹火 まで

報　　酬 ・半日額報酬２７５０円（税込み）
　　　 　・片道５キロ以上で交通費あり

委員の任期　平成２２年４月１日から
　　　　　　　　　平成２４年３月３１日

申 込 み　ホームページまたは市役所
４番窓口（国民健康保険係）、山部支所、
東山支所に備え付けの申込書に必要事
項を記入のうえ、申し込みください。

鰹問 保健医療課 　拶３９‐２３１０



7 こうほう No.582

市政
アラカルト

３月MARCH

第
　
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

２２
ス
キ
ー
大
会

　

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
ス
キ
ー
甲
子

園
。
全
国
の
高
校
生
約
２
６
０
人
が
北
の

国
「
ふ
ら
の
」
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
に
大
き

な
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
会
初
日
の　

日
に
は
「
富
良
野
市
長

１２

杯
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

大
会
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

と　

き

◆
３
月　

日
鰹金
 
　

午
前
８
時　

分

１２

３０

　

富
良
野
市
長
杯
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン

　

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

◆
３
月　

日
鰹土
 
　

午
前
８
時　

分

１３

３０

　

男
女
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ　

　

ロ
ー
ム

◆
３
月　

日
鰹日
 
　

午
前
８
時　

分

１４

３０

　

男
女
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

◆
３
月　

日
鰹月
 
　

午
前
８
時　

分

１５

３０

　

男
女
ス
ラ
ロ
ー
ム

と
こ
ろ　

富
良
野
ス
キ
ー
場　

富
良
野

ゾ
ー
ン
ス
ピ
ー
ス
コ
ー
ス

鰹問
 

Ｓ
Ｋ
Ｉ
だ
！
ふ
ら
の
実
行
委
員
会　

（
社
会
教
育
課
）　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

虚料金は、平成２２年５月分（４月使用分）から新料金での計算となります。
許毎月の料金（使用料）は、税込みの基本料金と超過料金との合計額です。（１円未満は切捨て）
距消費税相当額を含んでいます。

★減額の申請方法　　
　減額を希望される方は、上下水道課へ申請書を提出してください。
　申請書は、上下水道課のほか市民年金係、保健センター２階、山部・東山各支所にも置いています。
　くわしくは、電話で問い合わせください。
★現在減額を受けている方は、申請手続きは必要ありません。
　平成２２年３月現在、水道料金・簡易水道料金が既に減額決定されている方は、４月から下水道使用料も
　減額されます。

旧　減　額　制　度新　減　額　制　度

減額を受けた方は福祉用料金。
基本料金（一般用の税抜き額）３０％減
超過料金（一般用の税抜き額）１０％減
※１０円未満は切捨て

減額を受けた方は福祉用料金となります。
基本料金（一般用の税抜き額）４５％減
超過料金（一般用の税抜き額）２０％減
※１円未満は切捨て

減 額 の 内 容

○生活保護世帯
○生活保護世帯
○当該年度の市民税が非課税の母子家庭など・７０歳以上
の高齢者世帯・2級以上の重度身体障害者在宅世帯など

減額対象世帯

旧　料　金新　料　金
超過料金基本料金超過料金基本料金基本水量区　分 （１逢につき）（１カ月）（１逢につき）（１カ月）（１カ月）
１８３円７５銭１,２５３円７０銭２１０円００銭1,407円００銭８逢まで一 般 用
１４７円００銭６８８円８０銭１６８円００銭７７３円８５銭〃　　福 祉 用
２１８円４０銭２,９２２円１５銭２５２円００銭３,２６５円５０銭１６逢まで営 業 用
２１８円４０銭３,０３７円６５銭２５２円００銭３,３９１円５０銭〃　　団 体 用
９７円６５銭９,０９０円９０銭１１５円５０銭１０,１４３円００銭１００逢まで浴 場 用

３８５円３５銭４３０円５０銭１逢当たり臨 時 用

★水道料金・簡易水道料金

旧　料　金新　料　金
超過料金基本料金超過料金基本料金基本水量区　分 （１逢につき）（１カ月）（１逢につき）（１カ月）（１カ月）
168円00銭１,008円00銭189円００銭1,113円００銭８逢まで一 般 用
157円5０銭714円00銭151円２０銭612円15銭〃　　福 祉 用
42円00銭3,150円00銭52円５０銭3,465円００銭１００逢まで浴 場 用

★下水道使用料

平成２２年４月（使用分）から水道料金・下水道使用料が変わります

問合せ　上下水道課　拶３９‐２３１７

平成２２年４月から下水道使用料の減額制度が変わります
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連合会・町内会の話題をお知らせください。

　

２
月　

日
の
祝
日
、
す

１１

ず
ら
ん
通
り
に
ジ
ャ
ン
ボ

滑
り
台
が
登
場
し
、
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
歓

声
の
な
か
で
、
ラ
ー
メ
ン

早
食
い
や
宝
探
し
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多

く
の
市
民
が
冬
の
中
心
街

を
楽
し
み
ま
し
た
―
。

　

富
良
野
の
冬
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
た
「
わ

い
わ
い
祭
り
」
は
、
今
回

で　

回
目
。
北
の
峰
の「
ス

１２
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

や
山
部
の
「
ゆ
き
ん
こ
ま

つ
り
」
と
肩
を
並
べ
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
祭
り
を
運
営
す
る
の
は
「
わ

い
わ
い
祭
り
実
行
委
員
会
（
荏
原

克
之
実
行
委
員
長
）」。
商
店
街
の

若
手
を
中
心
に
、
商
工
会
議
所
や

市
役
所
な
ど
の
有
志
で
構
成
さ
れ

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
中
心
街
活
性

化
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」
周
辺

で
行
わ
れ
て
い
る
、
夏
の
「
フ
ラ

ノ
ビ
・
ア
モ
ー
ル
（
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
）」
や
、
冬
の
「 
仄  
仄 
ゆ
き
あ
か

ほ
の 
ぼ
の

り
（
キ
ャ
ン
ド
ル
を
使
っ
た
イ
ベ

ン
ト
）」の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
も
多

く
の
メ
ン
バ
ー

が
重
複
し
て
係

わ
っ
て
お
り
、

中
心
街
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
ゲ
ー

中心街に人が集ま中心街に人が集まるる
仕掛けで「まちなか仕掛けで「まちなか」」
に賑わいに賑わいをを

寒さも忘れてジャンボ滑り台で遊ぶ子どもたち
■わいわい祭り実行委員会■

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
曳

地
域
と
学
校
が
力
を
合
わ
せ

地
域
と
学
校
が
力
を
合
わ
せ
てて

音
楽
会
を
演
出
。音
楽
を
通

音
楽
会
を
演
出
。音
楽
を
通
しし

て
、生
き
が
い
と
楽
し
み

て
、生
き
が
い
と
楽
し
み
をを

■
東
山
文
化
振
興
会
■

　

コ
ー
ヒ
ー
や
お
菓
子
を
つ
ま
み

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
音
楽
を
楽
し

む
。
今
年
で　

回
目
を
迎
え
た
東

１４

山
文
化
振
興
会
（
坂
本
登
志
枝
会

長
）
が
主
催
す
る
「
樹
海
の
森
の

小
さ
な
音
楽
会
」
が
２
月　

日
、

１３

東
山
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
や
樹
海

小
・
中
学
校
の
先
生
、
市
内
外
で

活
躍
し
て
い
る
音
楽
団
体
な
ど
７

組
が
出
演
。
会
場
に
は
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
約
２
０
０
人
が

訪
れ
、
歌
や
演
奏
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。「
音
楽
会
を
行
う
こ
と

で
、
過
疎
と
高
齢
化
に
直
面
し
て

い
る
地
域
の
生
き
が
い
や
楽
し
み

の
一
つ
に
な
れ
ば
」
と
坂
本
会
長

は
話
し
ま
す
。

　

音
楽
会
に
参
加
し
た
の
は
、「
ピ

ア
ノ
と
朗
読
」「
木
管
ト
リ
オ
ミ
ル

キ
ー
ズ
」「
イ
ー
ハ
・
ト
ー
ブ
」

「
ぱ
ら
ら
ら
ら
」「
大
倉
社
中
」「
富

良
野
吹
奏
楽
団
」「
樹
海
ス
ペ
シ
ャ

ル
バ
ン
ド
」
の
７
組
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
、
朗
読
や
合
唱
、
楽
器
演
奏

な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
会

場
内
は
照
明
を
落
と
し
、
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
が
出
演
者
を
照
ら
し
舞

台
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
手
拍
子
が
沸
き
起

こ
り
ま
す
。
ま
た
、
来
場
者
と
出

演
者
が
一
緒
に
リ
ズ
ム
と
音
楽
を

楽
し
む
場
面
も
あ
り
、
今
回
披
露

さ
れ
た
曲
数
は　

曲
以
上
に
も
な

３０

先生方による「樹海スペシャルバンド」。毎年音楽会のトリをつとめています。
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ム
な
ど
で
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

と
い
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、

雪
山
で
何
時
間
で
も
遊
ん
で
い
る

姿
を
見
な
が
ら
「
こ
の
笑
顔
が
原

動
力
で
す
」
と
話
す
荏
原
実
行
委

員
長
。「
一
緒
に
楽
し
め
る
仲
間
を

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
お
祭

り
の
内
容
に
変
化
を
求
め
ら
れ
、

今
回
実
行
委
員
長
を
引
き
受
け
ま

し
た
。
長
年
実
行
委
員
長
を
務
め

た
桑
名
さ
ん
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
ま
す
が
、

『
ま
ち
な
か
』が
人
で
賑
わ
う
よ
う

に
、
今
後
に
向
け
て
で
き
る
こ
と

か
ら
変
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

り
ま
す
が
、来
場
者
か
ら
も「
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
去
り
ま

し
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

音
楽
会
に
は
、
地
域
の
先
生
が

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
の
も
大

き
な
特
色
と
い
い
ま
す
。
今
回
も

７
組
の
う
ち
５
組
に
先
生
が
出
演

て
い
ま
す
。
来
場
者
か
ら
も
期
待

の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
」
と
言

い
、
樹
海
中
学
校
の
藤
澤
康
次
校

長
は
「
地
域
が
あ
っ
て
の
学
校
。

色
々
な
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
き
た
い
。
自
分
た
ち
も
楽
し

ん
で
い
る
か
ら
長
く
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
特
に
、
ウ
ク
レ
レ
を

中
心
と
し
た
バ
ン
ド
「
ぱ
ら
ら
ら

ら
」
は
、
昨
年
の
３
月
ま
で
樹
海

中
学
校
で
勤
務
し
て
い
た
先
生
が

和
寒
か
ら
仲
間
を
引
き
つ
れ
て
出

演
し
て
く
れ
ま
し
た
。
坂
本
会
長

は
「
音
楽
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
い
て
い
る
先
生
方
に
は
感
謝
し

人

　

老
節
布
で
メ
ロ
ン
農
家
を
家
族

と
一
緒
に
営
む
伊
藤
真
紀
さ
ん
は
、

和
歌
山
県
の
出
身
。
平
成
８
年
に

大
学
で
学
ん
で
い
た
妹
を
尋
ね
た

の
が
は
じ
め
て
北
海
道
を
訪
れ
た

き
っ
か
け
で
し
た
。「
も
と
も
と
自

然
が
大
好
き
で
、
そ
の
な
か
で
も

北
海
道
は
憧
れ
の
地
で
し
た
。
初

め
て
見
る
素
晴
ら
し
い
景
色
に
感

動
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
、

す
っ
か
り
北
海
道
の
魅
力
に
は

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

田
舎
暮
ら
し
へ
の
憧
れ
の
気
持

ち
が
強
く
な
っ
た
と
き
に
、
偶
然
、

東
山
の
選
果
場
で
の
住
み
込
み
ア

ル
バ
イ
ト
の
チ
ラ
シ
が
目
に
留
ま

り
、
迷
い
な
く
富
良
野
に
移
る
こ

と
を
決
意
。当
時
を
振
り
返
り「
友

人
た
ち
と
山
部
太
陽
の
里
で
満
天

の
星
空
を
見
た
こ
と
や
東
山
の
道

を
車
で
走
っ
た
こ
と
な
ど
、
全
て

が
新
鮮
な
体
験
で
、
い
つ
か
富
良

野
の
よ
う
な
自
然
が
豊
か
な
場
所

で
家
族
と
暮
ら
し
、
子
ど
も
を
育

大自然のなかで子育てができる幸せを感じています

良野に 伊藤 真紀さん
老節布

い　と　う

て
て
み
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

厳
し
い
農
業
の
世
界
。
繁
忙
期

に
は
朝
の
４
時
か
ら
メ
ロ
ン
の
収

穫
で
１
日
中
暑
い
ハ
ウ
ス
の
な
か

で
作
業
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
種

を
ま
い
て
大
き
く
育
て
、
そ
し
て

収
穫
を
す
る
、
そ
の
一
連
の
流
れ

に
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
話
し
ま

す
。「
体
は
疲
れ
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
に
も
見
え
る
仕
事
な
の
で
誇

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
癒
し

は
、
子
ど
も
の
野
球
を
見
に
い
く

こ
と
と
、
家
族
で
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
を
応
援
す
る
こ
と
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
東
山
で
遊
ぶ
こ
と

や
学
ぶ
こ
と
が
大
好
き
な
５
人
が

集
ま
っ
た
「
イ
ー
ハ
・
ト
ー
ブ
」

の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

名
前
の
由
来
は
宮
沢
賢
治
の
造
語

で
「
農
民
の
理
想
郷
」
と
い
う
意

味
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
冬

場
を
中
心
に
月
１
回
の
例
会
で
活

動
内
容
を
決
定
し
、
地
域
の
方
に

参
加
を
呼
び
か
け
「
冬
ご
も
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
や
「
雪
中
サ
ッ
カ
ー
」

な
ど
を
企
画
し
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
活
動
の
な
か
か
ら
、
地
域

の
農
業
関
係
者
や
先
生
な
ど　

人
３０

が
参
加
し
て
合
唱
部
が
で
き
あ
が

り
、
伊
藤
さ
ん
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
部
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　
「
イ
ー
ハ
・
ト
ー
ブ
の
活
動
は
、

私
の
な
か
で
地
域
の
仲
間
と
触
れ

合
え
る
貴
重
な
時
間
。
み
ん
な
が

集
ま
る
と
色
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が

次
々
と
出
て
き
ま
す
」
と
言
い
、

今
後
の
活
動
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
と
の
炊
事
遠
足
、
雪
中
探
索
ツ

ア
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
伊
藤
さ
ん
が
や

り
た
い
こ
と
は
、
冬
場
に
映
画
鑑

賞
会
を
行
う
こ
と
。「
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
で
大
好
き
な
映
画
を
み
ん

な
で
見
ら
れ
た
ら
す
ご
く
素
敵
な

こ
と
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
富
良
野
は
本
当
に
自
然
が
素

晴
ら
し
い
場
所
。
こ
う
し
た
環
境

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
ら
れ
る
幸

せ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
最
後
に

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

移る

富営

「地域の仲間と一丸となって何かに取り組む
ことがとても楽しい」と話す伊藤さん

ま  　き
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私
は
、
平
成　

年　

月
１
日
か

１７

１０

ら
３
カ
月
間
、
第
２
子
（
長
女
）

の
出
生
時
に
育
児
休
業
を
取
得

し
ま
し
た
。
第
２
子
が
誕
生
し
た

の
は
平
成　

年
６
月　

日
で
、
１

１６

３０

歳
３
カ
月
ま
で
は
同
じ
職
場
で

働
く
妻
が
育
休
を
取
得
し
、
そ
の

後
、
妻
か
ら
リ
レ
ー
す
る
形
で
私

が
育
休
に
入
り
ま
し
た
。

育
休
の
取
得
を
決
断
し
た
理
由

虚
平
成　

年
に
「
次
世
代
育
成
支

１７

援
対
策
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
い
私
の
職
場
で
も
「
特

定
事
業
主
行
動
計
画
」
が
策
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
。

許
妻
も
仕
事
を
し
て
い
る
な
か
で
、
妻
だ

け
に
育
児
を
任
せ
っ
き
り
に
は
で
き
な
い

と
感
じ
た
こ
と
。

距
子
育
て
を
通
じ
て
『
か
け
が
え
の
な
い

経
験
と
時
間
』
が
得
ら
れ
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

育
児
休
業
取
得
に
必
要
な
こ
と

　

実
際
に
育
休
を
取
得
す
る
の
に
、
気
が

か
り
だ
っ
た
の
は
仕
事
の
こ
と
で
す
。
自

分
が
休
ん
で
い
る
あ
い
だ
、
同
僚
に
迷
惑

を
か
け
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
の
同
僚
や
上
司
は
、
私
の
思
い
を
理

解
し
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
の

経
験
を
通
じ
て
育
児
休
業
の
取
得
に
は
、

虚
職
場
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
整
っ
て
い
る
こ
と
。

許
職
場
の
同
僚
や
上
司
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
る
こ
と
。

距
そ
れ
ら
に
よ
り
、
仕
事
に
対
す
る
不
安

を
解
消
す
る
こ
と
。
こ
の
３
点
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

育
児
休
業
中
の
経
験
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
社
会
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な

り
、
疎
外
感
と
い
う
か
孤
独
感
を
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
女
性
で
も
感
じ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
新
米
マ

マ
の
交
流
の
場
も
多
く
設
け
ら
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す

れ
ば
孤
独
感
を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
し
、
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
な
ど
を
共
有
す
る
た
め
に
も
重
要
な
場

だ
と
も
思
い
ま
す
。
た
だ
、
自
分
は
恥
ず

か
し
く
て
参
加
す
る
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
･
･
･
･
。

　

ま
た
、
１
歳
３
カ
月
で
私
の
言
っ
て
い

る
こ
と
も
理
解
で
き
ず
、
な
ん
で
泣
い
て

い
る
か
も
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
と
、
四
六

時
中
一
緒
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
ス
ト
レ

ス
に
な
り
、
非
常
に
疲
れ
る
も
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
自
分
の
場
合
は
近
く
に
母
が

い
た
の
で
、
悩
ん
だ
り
し
た
時
は
母
に
相

談
し
て
い
ま
し
た
。
近
く
に
相
談
で
き
る

よ
う
な
親
族
や
友
人
が
い
な
く
て
一
人
で

抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
、
精
神
的
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
考
え
れ
ば
、
母
の
存
在
は
非
常
に
大

き
い
も
の
で
し
た
。

子
ど
も
の
成
長
を
実
感
。
育
休
を
取
得
し

た
こ
と
で
、
か
げ
が
え
の
な
い
経
験

　

し
か
し
、
つ
ら
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
が
育
休
に
入
っ
た
時
に
は
、

ま
だ
、
立
っ
て
歩
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
ひ
た
す
ら
歩
く
練
習
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
ど
た
ど
し
く
も
助

け
を
借
り
ず
に
、
初
め
て
歩
く
わ
が
子
を

目
の
当
た
り
に
し
た
時
は
、
言
い
よ
う
の

な
い
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
で

も
、
話
す
言
葉
が
少
し
ず
つ
は
っ
き
り
し

て
き
た
り
、
単
語
が
増
え
て
き
た
り
す
る

『
子
ど
も
の
成
長
』
を
実
感
で
き
、
と
て
も

幸
せ
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
妻

が
ど
ん
な
気
持
ち
で
育
児
を
し
て
い
た
の

か
も
理
解
で
き
ま
し
た
し
、
子
育
て
の
大

変
さ
や
難
し
さ
を
実
感
で
き
た
こ
と
で
、

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
育
児
を
し
て
い

く
意
識
も
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

育
休
中
は
、
悩
ん
だ
り
、
嬉
し
か
っ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
れ
も
育
休
を
取
得
し
な
け
れ
ば
経
験
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
で
、
そ

の
経
験
が
、
自
分
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、自
分
に
と
っ

て
間
違
い
な
く
『
か
け
が
え
の
な
い
経
験

と
時
間
』
と
な
り
ま
し
た
。

 育児休業を取得して
  　
歳
男
性

35

 男女共同参画社会づくりへ向けて

男女共同参画を
考える①

問合せ　

総務部市民環境課
志39‐2308

思23‐1313

電子メールアドレス 
simin-ka@furano.
hokkaido.jp
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ことぶき大学の学習の一環として、
１月２６日文化会館で、男女共同参画
をテーマに研修会が行われ、ことぶ
き大学生や人権擁護委員などが
ジェンダー（社会的・文化的性差）に
ついて話し合いました。班ごとに
ゲームスタイルで行われた研修で
は、「男らしさ」「女らしさ」の思い
込みにとらわれず、家庭や地域、子
育て環境など、お互いの役割は何か
を確認する機会となりました。

男女共同参画研修会
「まずは自分の役割を知ることから」

犯
罪
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
の
暴
力
が
与
え
る
影
響

　

暴
力
は
、
長
期
間
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
ケ
ガ
な
ど
の
身
体
的
な
影

響
以
外
に
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
障
害
）
や
う
つ
状
態
な
ど
精
神
的

影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
、
薬
物
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
、
さ
ら
に
は
自
殺
傾
向
が
見
受

け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

配
偶
者
間
の
Ｄ
Ｖ
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

　

子
ど
も
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
影
響

は
と
て
も
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
配

偶
者
間
で
暴
力
行
為
が
あ
る
場
合
、
６
割

の
子
ど
も
が
暴
力
を
目
撃
し
、
目
撃
し
て

い
な
く
て
も
、
両
親
が
激
し
く
争
う
声
・

怒
声
・
悲
鳴
・
物
を
投
げ
る
音
な
ど
を
聞

い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
不
安
と
緊

張
に
満
ち
た
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と

は
、
１
０
０
％
虐
待
を
経
験
し
て
い
る
と

考
え
て
も
い
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
、

環
境
で
育
つ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
の
症

状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

争
い
と
暴
力
が
日
常
的
で
あ
る
た
め
、

Ｄ
Ｖ
の
現
状
に
つ
い
て

　

Ｄ
Ｖ
＝
夫
婦
間
に
お
け
る
「
妻

が
夫
か
ら
受
け
る
暴
力
」
と
と
ら

え
が
ち
で
す
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

と
は
家
庭
と
い
う
意
味
で
、
同
居

関
係
に
あ
る
配
偶
者
・
内
縁
関

係
・
両
親
・
子
・
兄
弟
姉
妹
・
親

戚
な
ど
か
ら
受
け
る
家
庭
内
暴

力
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
近
年
で

は
、
元
夫
婦
や
恋
人
な
ど
近
親
者

間
に
起
こ
る
暴
力
全
般
を
指
す

場
合
も
あ
り
ま
す
。
暴
力
と
い
う

と
身
体
に
外
傷
を
負
わ
せ
る
も

の
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
精
神
的

苦
痛
や
性
的
強
要
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
暴
力
は
家
庭
で
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
暴
力
を
受
け
る
の
は
被
害

者
に
も
非
が
あ
る
か
ら
と
言
わ
れ
た
り
、

被
害
者
自
身
が
自
分
を
責
め
た
り
、
恥
ず

か
し
さ
も
手
伝
い
誰
に
も
言
え
な
い
た
め

表
面
化
し
に
く
く
、
深
刻
化
し
や
す
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。

　

以
前
は
、
こ
の
よ
う
な
暴
力
行
為
が
あ

り
な
が
ら
、
家
庭
の
な
か
の
こ
と
と
し
て

第
三
者
の
機
関
が
関
与
す
る
こ
と
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人
権
侵
害
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
り
、
平
成　

年
１３

４
月
に
「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
Ｄ
Ｖ
は
身
体
に
も
心
に
も
重
大
な

被
害
を
被
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
法
律
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
犯
罪
と
認
識
さ
れ
て
い

(
)

な
か
っ
た
夫
婦
間 
家
族
間 
の
暴
力
が
、

人
へ
の
信
頼
関
係
が
育
ち
に
く
く
な
り
ま

す
。
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う

ま
く
い
か
ず
、
も
め
事
な
ど
も
う
ま
く
解

決
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
感
情
表
現
や
問

題
解
決
の
手
段
と
し
て
暴
力
を
用
い
る
よ

う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
多
動
・

不
登
校
・
摂
取
障
害
な
ど
を
起
こ
し
た
り
、

自
分
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
が
低
く
な
り

ま
す
。
無
力
感
と
暴
力
を
学
ぶ
た
め
、
次

世
代
へ
連
鎖
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と

い
う
点
で
大
き
な
問
題
で
す
。

松
田
尚
美
さ
ん

ＤＶを考える（前編）

男女共同参画推進委員会

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ

れ
て　

年
が
た
ち
ま
し
た
。
本
市
で
も
仕

10

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
や
男
女
が
と
も
に

支
え
あ
う
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本

計
画
、「
富
良
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
」
を
平
成　

年
に
策
定
し
ま
し
た
。

２１

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
係
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
方
や
、
職
場
の
先
頭
に
立
っ
て
頑

張
っ
て
い
る
女
性
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

今
後
計
画
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
、
各

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
情
報
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、　

歳
男
性
か
ら
「
育
児
休
業

３５

を
取
得
し
て
」
と
、
策
定
委
員
の
松
田
尚

美
さ
ん
か
ら
「
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
考
え
る
」、
こ
と
ぶ
き

大
学
に
よ
る
「
男
女
共
同
参
画
研
修
会
」

の
３
つ
の
事
例
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
紹
介
し
て

ほ
し
い
事
例
や
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

◇
具
体
的
に
計
画
を
進
め
て
い
く
当
面
の

基
本
目
標

虚
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
た
意
識

づ
く
り　

　

研
修
会
、
講
座
、
情
報
誌
な
ど
に
よ
る

意
識
啓
発　
　

許
家
庭
・
職
場
・
地
域
社
会
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進

　

男
性
・
女
性
の
育
児
休
業
取
得
、
議
会

な
ど
委
員
へ
の
女
性
の
登
用

距
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
可
能
に
す

る
環
境
づ
く
り

　

相
談
体
制
の
充
実
な
ど
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行政改革
平成２０年度の富良野市行政改革推進計画の取り組み状況をお知らせします

　富良野市は、昭和６１年に「富良野市富良野市は、昭和６１年に「富良野市行行
政改革大綱」を策定し、行政改革の取政改革大綱」を策定し、行政改革の取りり
組みをスタートさせました。「行政改革組みをスタートさせました。「行政改革推推
進計画」は、平成８年に５カ年計画、進計画」は、平成８年に５カ年計画、引引
き続き平成１３年に５カ年の計画を策定しき続き平成１３年に５カ年の計画を策定し、、
改革を推進してきたところです改革を推進してきたところです。。
しかし、政府の、いわゆる三位一体　しかし、政府の、いわゆる三位一体のの
改革などにより、自治体財政を取り巻改革などにより、自治体財政を取り巻くく
環境が悪化したことから、平成１７年度環境が悪化したことから、平成１７年度まま
でを計画期間としていた行政改革計画でを計画期間としていた行政改革計画をを
１年前倒しし、平成１７年度から平成２２１年前倒しし、平成１７年度から平成２２年年
度までの６年間を対象とした、新たな度までの６年間を対象とした、新たな富富
良野市行政改革推進計画を平成１７年２良野市行政改革推進計画を平成１７年２月月
に策定しましたに策定しました。。
現在の計画策定にあたっては、「富良　現在の計画策定にあたっては、「富良野野
市行政改革市民懇話会」からの「新た市行政改革市民懇話会」からの「新たなな
行政改革推進計画への提言書」などを行政改革推進計画への提言書」などを踏踏

まえ、市民の要望や信頼に応えるためまえ、市民の要望や信頼に応えるため、、
市民と行政が協働し、地域の特性を活市民と行政が協働し、地域の特性を活かか
した自主性と自立性の高い行政運営をした自主性と自立性の高い行政運営を確確
立することを基本として、「行政改革推立することを基本として、「行政改革推進進
計画策定検討委員会」、「行政改革検討計画策定検討委員会」、「行政改革検討委委
員会」及び「行政改革推進本部会議」員会」及び「行政改革推進本部会議」なな
どで協議し、市民参加手続きを行い、どで協議し、市民参加手続きを行い、決決
定したものです定したものです。。

取り組みの柱は取り組みの柱は、、
虚虚公正で透明な行公正で透明な行政政
許許市民の視点に立った行政の推進市民の視点に立った行政の推進　
距距組織機構と事務事業の見直組織機構と事務事業の見直しし
鋸鋸職員と給職員と給与与
漁漁健全な財政運健全な財政運営営
の５本とし、具体的な４４項目を取り組の５本とし、具体的な４４項目を取り組むむ
べき課題としてきましたべき課題としてきました。。

進めています！

問合せ 総務課 拶39‐2300
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距印鑑登録証明書交付申請　
鋸犬の登録事項変更届・犬の死亡届
漁所得証明書交付申請　
禦給与所得者異動届
魚水道使用開始届・中止届
鰹問 総務課地域情報係　拶３９‐2305

虚オンブズマン制度の導入　
許電子文書管理システムの導入
距業務マニュアルの作成
鋸柔軟性をもった業務時間　
漁ワンストップサービス
禦インターネットによる施設予約　

魚施策評価の実施・政策評価の検討　
亨研修指導者養成の強化　
享人事管理の検討　
京PFI制度の検討　
供勧奨退職制度の見直し

虚広報紙などによる情報公開・提供の充実
　市民意識調査で「普通」以上に評価した方は、87％
です。
許分かりやすい予算・決算情報の提供
　市民向け予算書『へ～そ～なんだ』を作成。
距情報の共有と利便性向上のため、ホームページの
　充実
鋸審議会等の公開・公表
漁市民参加の推進
　富良野市情報共有と市民参加のルール条例に基
づき、市民参加を進めています。
禦接遇やマナーの定着
魚ご意見コーナーの常設
　平成20年度は市への意見提出32件のうち、「ご意
見コーナー」に寄せられた意見は８件でした。
亨指定管理者制度などによる施設の運営管理の見直し
　平成20年度、２施設を新たに指定管理者による運
営に切り替えました。
享施設の効果的な活用とコスト縮減を図るため、公
　共施設の配置などの検討
京組織機構の見直し
　平成20年度は、市民部を廃止し、業務を総務部と
保健福祉部で担当することにしました。

供定型業務などの委託化検討
侠定員適正化計画の策定と推進
　平成16年度に349人いた市職員は、平成20年度で
は304人と45人削減しています。
僑特別職給与、委員等報酬、職員給与の見直し
　市長給与は20.0％、副市長と教育長は14.5％、市
職員は平均9.0％、市議会議員は10.0%、行政委員の
うち監査委員は10.0％、それ以外の委員は5.0％、削
減しています。
兇各種制度の見直し
　お役所言葉、物品調達方法、受益者負担、団体事
務局、補助金の制度、審議会などの委員定数、旅費
と費用弁償など。
競市税など収納率の向上
共広報ふらの、富良野市ホームページへの広告掲載
凶遊休資産などの売却
　平成20年度は、６件の市有財産を売却。
協財政健全化計画の策定と推進
匡市民協働による公園など管理の実施
　一部の公園で実施。

　インターネットによる電子申請は、北海道と道内
市町村とで共同開発した北海道電子自治体共同シ
ステムを利用し、平成19年12月17日から申請書のダ
ウンロードを実施し、平成21年3月2日からは一部の
手続きについて電子申請を実施しています。
　電子申請できる項目は、次のとおりです。
虚住民票（及び除票）交付申請
許付記転出届

平成２０年度に新たに取り組んだもの

行政改革の取り組みが継続しているもの

計画しているが、検討中や未着手なもの
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project news

税
金
な
ど
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

ま
ち
の
発
展
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
税
金
や
料
金
は
、
い
ず
れ
も
富
良

野
市
に
と
っ
て
大
切
な
財
源
で
す
。

　

近
年
、
市
税
や
料
金
の
未
納
額
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
担
当
課
と
し
て

も
未
収
金
の
回
収
（
滞
納
整
理
）
に

全
力
を
注
い
で
い
ま
す
が
、
三
位
一

体
改
革
に
伴
う

税
源
移
譲
（
所

得
税
と
住
民
税

の
税
率
改
正
な

ど
）
や
、
景
気

の
低
迷
に
伴
う

個
人
所
得
の
減

少
も
あ
り
、
未

収
金
の
回
収
は
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
多

く
の
善
良
な
市
民
が
、
税
の
公
平
性

≪用語解説≫

葛「滞納」とは？
　税金などには納期限が定められて

おり、納期限までに納付していない状

態を「滞納」といいます。

　地方税法では、納期限までに納付が

無い場合、納期限の20日以内に督促

状を発送しなければならないことと

なっています。（分割納付されている

場合にも督促状は発送されます。）

葛「収納率」とは？
　収納率とは、課税された税額に対し

納付された割合を表すものです。

例：100万円の課税額に対し90万円の

納付があった場合、収納率は90％と

なります。

納
期
内
に
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ロロロロロロロロロロジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェククククククククククロジェクトトトトトトトトトトト
ニニニニニニニニニニュュュュュュュュュューーーーーーーーーーニューススススススススススス

「市税等収納対策プロジェクト」
からのお知らせ

「市税等収納対策プロジェクト」とは、平成18
年度に市役所内に設置された組織で、未収金対
策を行っています。副市長を本部長とし、税務
課、都市建設課、上下水道課、保健医療課、こ
ども未来課などの職員で構成されています。

ププププププププ

や
料
金
負
担
の
原
則
に
疑
問
を
持
ち
、

ひ
い
て
は
新
た
な
滞
納
の
原
因
と
な

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
納
付
意
識
の

低
い
市
民
や
高
額
滞
納
者
、
制
度
に

対
す
る
不
満
か
ら
正
当
な
理
由
も
な

く
納
付
を
拒
む
者
な
ど
に
対
し
、
関

係
法
令
に
基
づ
き
法
的
措
置
（
差
押

な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
市
税
総
額
（
現
年
度
分
）

の
収
納
率
は
、
全
道
平
均
よ
り
も
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
規
模

か
ら
み
る
と
決
し
て
高
い
水
準
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
税
源
移

譲
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど

か
ら
、
各
市
町
村
で
は
、
市
税
な
ど

の
徴
収
を
強
化
し
自
主
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
税
負
担
の
公
平

の
原
則
に
基
づ
き
理
由
も
な
く
納
付

の
無
い
市
民
に
は
、
強
制
徴
収
権
で

あ
る
差
押
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

休
日
・
夜
間
窓
口
の
開
設

　

３
月
は
、
市
税
な
ど
の
収
納
強
化

月
間
で
す
。

　

税
務
課
で
は
次
の
日
程
で
休
日
・

夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
税
金
な

ど
を
未
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

早
急
に
納
付
や
納
付
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
（
市
役
所
９
番
窓
口
）。

　

夜
間
窓
口

　
　

３
月　

日
鰹木
 

・　

日
鰹金
 

11

12

　
　

午
後
８
時
ま
で

　

休
日
窓
口

　
　

３
月　

日
鰹土
 

・　

日
鰹日
 
　

13

14

　
　

午
前
9
時
〜
午
後
３
時

[
t

過去１０年間の収納率の推移

納
税
は
、
安
心
・
便
利

な
口
座
振
替
で
！

　

口
座
振
替
を

利
用
す
る
と
、

納
期
限
に
指
定

の
金
融
機
関
の

口
座
か
ら
自
動

で
引
き
落
と
し

さ
れ
、
納
め
忘
れ
も
な
く
納
付
の
手

間
も
省
け
る
う
え
、
一
度
手
続
き
を

さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ

る
の
で
、
大
変
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
、

納
め
忘
れ
の
な
い
、
安
心
で
便
利
な

口
座
振
替
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
、
税
務
課
（
市
役
所
９

番
窓
口
）、
各
支
所
か
、
預
貯
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
を
利

用
く
だ
さ
い
。（
一
部
で
き
な
い
税
目

も
あ
り
ま
す
）

●
富
良
野
市
の
口
座
振
替
率

（
平
成
　
年
度
）

２０

・
市
道
民
税　
　
　
　
　

・　

％

５０

８５

・
国
民
健
康
保
険
税　
　

・　

％

６４

４８

・
固
定
資
産
税　
　
　
　

・　

％

４０

０３

・
介
護
保
険
料　
　
　
　

・　

％

37

99

・
軽
自
動
車
税　
　
　
　

・　

％

36

08

・
後
期
高
齢
者
保
険
料　

・　

％

41

71

（
課
税
総
額
に
対
す
る
、
口
座
振
替
収

納
率
で
す
）

確
定
申
告
に
つ
い
て

　

市
役
所
で
の
受
付
期
間
は
、
３
月

　

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

１５以
降
は
市
役
所
で
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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『
軽
自
動
車
税
（
け
い
じ
ど

う
し
ゃ
ぜ
い
）』

　

軽
自
動
車
税
と
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
（
賦
課
期
日
と
い
い
ま
す
）
に
、

軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自

動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
及
び
二
輪
の

小
型
自
動
車
）
を
所
有
し
て
い
る
方
に

課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

虚
納
税
義
務
者

　

軽
自
動
車
税
を
納
め
る
方
の
こ
と
を

納
税
義
務
者
と
い
い
、
原
則
と
し
て
軽

自
動
車
の
所
有
者
と
な
り
ま
す
。

許
税
額
に
つ
い
て

　

税
額
は
【
別
表
１
】
の
と
お
り
で
す
。

距
各
種
手
続
き
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
の
新
規
取
得
、
廃
車
、
名

義
変
更
、
住
所
変
更
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
そ
の
車
輌
区
分
に
よ
り
手
続
の
方

法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、【
別
表
２
】
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
種
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、

納
税
通
知
書
が
正
し
く
届
か
な
か
っ
た

り
、
継
続
検
査
（
車
検
）
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆自動車税との違い
　軽自動車税は、自動車税と同様の地方税

法に基づき課税されますが、月割計算制度

がありません。そのため、４月２日以降に

廃車とした場合、その年度１年分の税金を

納めていただくこととなりますので、ご注

意ください。

※廃車の手続きは３月中にお願いします。

◆減免制度
　富良野市では、身体障害者手帳などの交

付を受けている人について、一定要件を満

たしている場合に限り、税額を減免する制

度があります。

　申請期間は納期限の７日前までとなっ

ていますので、期間内に手続きされますよ

うお願いします。

鰹問 税務課市民税係　拶３９‐２３０２

年税額(円)車輌区分（排気量）

1,00050cc以下

原動機付自転車 1,20050cc超～90cc以下

1,60090cc超～125cc以下

2,400二輪車

軽自動車

3,100三輪車

5,500四輪以上  乗用  営業用

7,200四輪以上  乗用  自家用

3,000四輪以上  貨物  営業用

4,000四輪以上  貨物  自家用

2,400雪上車

1,600農耕作業用
小型特殊自動車

4,700その他のもの

4,000二輪の小型自動車二輪の小型自動車

2,500ミ　　ニ　　カ　　ー

手続き・お問い合わせ先車　　　種

市役所税務課市民税係
拶３９－２３０２

原動機付自転車(125cc以下)
ミニカー
小型特殊自動車

旭川地区軽自動車協会
拶(0166) ５３－７３００

軽自動車

126cc～250cc以下の二輪車

旭川地方自家用自動車協会
拶(0166) ５１－１２２１

251cc以上の二輪車

連
載
ス
タ
ー
ト
で
す
！

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、

こ
れ
か
ら
毎
月
連
載
し
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
税
金

な
ど
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
各
種
問
い
合
わ
せ
先
】

税
金
・
保
険
料
（
税
務
課
／
市
税
等

収
納
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
）

拶
３
９
‐
２
３
０
２

公
営
住
宅
使
用
料
（
都
市
建
築
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
６

上
下
水
道
料
金
（
上
下
水
道
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
７

保
育
料
（
こ
ど
も
未
来
課
）

拶
３
９
‐
２
２
２
３

税税税税税税税税税税
のののののののののの
豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆
知知知知知知知知知知

税
の
豆
知
識識識識識識識識識識識

【別表１】

【別表２】

税
の
豆
知
識（
お
ま
け
）

『
日
本
の
税
の
歴
史
』

　

中
国
の
三
国
志
の
な
か
の
魏
志

倭
人
伝
に
、
３
世
紀
の
は
じ
め
、

日
本
に
は
卑
弥
呼
と
い
う
女
王
が

治
め
る
邪
馬
台
国
と
い
う
国
が
あ

り
、
税
（
食
料
な
ど
）
を
集
め
て

い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
日
本
の
税
の
こ
と
を

記
し
た
最
も
古
い
記
事
で
す
。
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新
し
い

総
合
計
画
　
　

　
   　
 策
定
へ
の

課
題

の
平
成　

年
（
２
０
２
０
年
）
に

３２

は
２
１，

３
９
４
人
に
、
ま
た
、

人
口
構
成
比
率
で
も
０
〜　

歳
が

１４

　

・
５
％
ま
で
減
少
す
る
一
方
で
、

１０
　

歳
以
上
が　

・
４
％
に
増
大
す

６５

３３

る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
子

ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
育
つ
社

会
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
若
い
世
代
が
定
着
で
き
る
よ

う
に
地
域
性
を
生
か
し
た
教
育
や

雇
用
環
境
の
工
夫
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
均
寿
命
が
伸
び
る
な

か
で
、
高
齢
者
が
健
康
を
維
持
し

生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
と
あ
わ
せ
て
、
高

齢
者
の
経
験
や
技
術
が
活
か
さ
れ

る
地
域
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

人
と
環
境
が
　
　
　
　
　

　
　
共
生
す
る
社
会

　

地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
と
と
も

に　

世
紀
に
お
け
る
重
要
な
課
題

２１
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
日
常
生

活
や
事
業
活
動
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
環
境
負
荷
の

少
な
い
社
会
経
済
構
造
へ
の
転
換

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
わ
が

国
の
優
れ
た
環
境
技
術
力
を
生
か

し
た
地
球
環
境
改
善
へ
の
貢
献
や

分
野
間
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
環

境
産
業
の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

富
良
野
市
に
お
い
て
も
、
ご
み

の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
、
環
境

活
動
や
環
境
教
育
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
今
後
、
環
境
に
対
す
る
認

識
を
さ
ら
に
高
め
、
市
民
や
事
業

者
、
行
政
、
教
育
機
関
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
人
と
自
然

に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
の
構
築

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
本
市
の
環

境
活
動
の
成
果
を
内
外
の
学
習
機

会
と
し
て
提
供
し
て
い
く
役
割
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

産
業
構
造
の
変
化
と
　
　

成
熟
化
に
対
応
す
る
社
会

　

社
会
経
済
の
国
際
化
が
進
展
す

る
な
か
、
情
報
通
信
技
術
の
発
展

や
経
済
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
な
ど

に
よ
り
産
業
経
済
の
国
際
間
競
争

は
激
化
し
て
お
り
、
特
に
、
わ
が

問
合
せ　

企
画
振
興
課

　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
４

Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16Ｈ15Ｈ14Ｈ13Ｈ12Ｈ11Ｈ10年　度

171192181197193190241231235254264出生数

268250266227257234220218222227246死亡数

-97-58-85-30-41-442113132718差

富良野市の平成１０年度以降の出生数と死亡数
（各年とも４月１日～翌年３月３１日までの累計）

少
子
高
齢
化
と
　
　
　
　

　
　
人
口
減
少
社
会

　

わ
が
国
で
は
出
生
率
の
低
下
に

よ
り
少
子
化
が
進
行
し
、
平
成　
１６

年
（
２
０
０
４
年
）
を
ピ
ー
ク
に

人
口
減
少
社
会
に
入
り
、
将
来
労

働
力
の
確
保
や
社
会
活
力
の
低
下

な
ど
、
社
会
経
済
全
般
に
与
え
る

影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
は
、
高
齢
者
人
口
が
今
後
も

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

富
良
野
市
の
人
口
も
、　

年
後

１０

現
在
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
第
５
次
富
良
野
市
総
合
計
画
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
ま
ち
づ
く
り
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

近
年
の
厳
し
い
経
済
・
財
政
状
況
を
背
景
に
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
成
長

を
支
え
て
き
た
福
祉
、
社
会
保
障
、
行
財
政
、
教
育
、
金
融
、
企
業
経
営
、

雇
用
と
い
っ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
が
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
分

野
で
の
転
換
や
変
革
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
要
因
に
な
る
こ
と
か
ら
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
か

つ
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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国
で
は
農
業
や
製
造
業
を
中
心
と

し
た
第
１
次
産
業
と
第
２
次
産
業

の
比
重
が
低
下
し
、
地
域
の
産
業

構
造
や
雇
用
環
境
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

富
良
野
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
お
い
て
も
経
営
環
境
の
改

善
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
、

遊
休
農
地
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
新
規
就
農
者
の
積
極

的
な
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
農
村
集

落
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
農

業
、
製
造
業
、
商
業
、
交
通
、
宿

泊
な
ど
が
連
携
し
た
観
光
関
連
産

業
の
導
入
や
地
産
地
消
、
福
祉
・

医
療
・
介
護
な
ど
生
活
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
し

た
雇
用
と
経
済
基
盤
を
確
立
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業

や
環
境
な
ど
地
域
の
特
性
を
活
か

し
て
、
体
験
や
教
育
学
習
活
動
や
、

交
流
活
動
の
取
り
組
み
が
、
ま
ち

づ
く
り
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
様
な
価
値
観
を
　
　
　

　
　
　
認
め
合
う
社
会

　

個
人
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
多
様
化
は
、
自
分
ら
し
さ

や
心
の
豊
か
さ
を
大
切
に
す
る
方

向
へ
と
変
化
し
、
少
子
化
社
会
の

進
展
と
と
も
に
精
神
的
な
ゆ
と
り

や
生
き
が
い
が
よ
り
重
視
さ
れ
、

仕
事
の
面
で
も
就
労
形
態
の
多
様

化
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
化

が
進
む
な
ど
、
自
己
実
現
に
向
け

た
多
様
な
価
値
観
を
互
い
に
尊
重

し
あ
う
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

富
良
野
市
に
お
い
て
も
、
仕
事

だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
余
暇
活

動
や
地
域
活
動
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
活
発

化
し
て
お
り
、
今
後
、
市
民
の
多

様
な
社
会
活
動
へ
の
参
加
意
欲
に

応
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市
民
一
人

ひ
と
り
が
自
己
実
現
に
向
け
て
能

力
や
個
性
を
高
め
、
生
活
の
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
な
課
題
に
な
り
ま
す
。

安
全
と
安
心
を
　
　
　
　

　
　
希
求
す
る
社
会

　

地
震
や
異
常
気
象
な
ど
の
自
然

災
害
、
高
齢
者
や
子
ど
も
を
取
り

巻
く
交
通
環
境
や
生
活
環
境
、
弱

者
を
狙
っ
た
犯
罪
、
食
の
安
全
や

健
康
な
ど
日
常
生
活
に
お
け
る
不

安
、
さ
ら
に
は
、
医
療
制
度
や
年

金
制
度
な
ど
社
会
保
障
制
度
へ
の

期
待
と
不
安
な
ど
か
ら
、
よ
り
安

全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
求
め
る
意

識
は
、
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

富
良
野
市
は
比
較
的
自
然
災
害

の
少
な
い
地
域
に
あ
り
ま
す
が
、

河
川
や
山
地
の
整
備
に
よ
る
予
防

対
策
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を

進
め
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
・

防
犯
に
対
す
る
組
織
活
動
の
活
性

化
や
消
費
者
の
自
立
支
援
に
よ
る

消
費
生
活
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
や

高
齢
者
の
支
援
な
ど
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
保
健
・

福
祉
・
医
療
が
連
携
し
た
健
康
づ

く
り
や
地
域
医
療
の
充
実
、
通
院

の
足
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

分
権
と
協
働
が
　
　
　
　

　
　
ま
ち
を
築
く
社
会

　

本
格
的
な
地
方
分
権
社
会
を
迎

え
、
国
か
ら
地
方
へ
さ
ま
ざ
ま
な

権
限
や
財
源
が
移
譲
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
方
が
果
た
す
役
割
は
よ

り
一
層
増
大
す
る
方
向
に
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
さ

せ
て
お
り
、
そ
の
全
て
を
地
方
自

治
体
の
み
で
対
応
す
る
こ
と
の
困

難
性
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
地
方
自
ら
の
選
択
と

責
任
に
よ
る
政
策
の
執
行
及
び
主

体
性
と
独
自
性
、
効
率
性
の
あ
る

行
政
運
営
を
進
め
る
地
域
経
営
の

理
念
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

富
良
野
市
で
は
福
祉
や
観
光
、

教
育
、
文
化
、
地
域
づ
く
り
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
民
が
中
心

と
な
っ
た
自
主
的
な
活
動
が
広

が
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
よ
り
一
層

の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
、
地
域
、
団
体
や
事
業
所
、
行

政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
信
頼

関
係
を
築
き
、
広
域
連
携
を
含
め

て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
よ
っ

て
責
任
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
を

図
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
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村女性グループ「すばるの里」（代
表　岡本恵子さん）から市立図書

館に、このたび絵本などの児童書31冊の
寄贈をいただきました。次代を担う子ど
もたちの健全育成のために、読み聞かせ
ボランティアが選書した本のなかから
毎年寄贈を受けており、約１３０冊になり
ました。「すばるの里文庫」として設け
たコーナーで、子どもたちに愛読されて
います。

「すばるの里」が児童書を寄贈

農

日本最大の山岳国立公園を守ろう！

然の宝庫である大雪山国立公園
の保全について考えるフォーラ

ムが２月１７日と１８日で行われました。１
日目の北海道大学教授らの講演では、隣
接する１市９町が連携をとり、組織的に
保全や研究に取り組む必要性が語られ
ました。２日目は、険しい林間を歩き
「 温  風  穴 （岩などが堆積してできた温か

おん ふう けつ

い風が出てくる自然の穴）」を見に行き、
参加者は肌で自然を感じました。

自

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ご
み
の
減
量
化
と
分
別
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん

へ
還
元
を
目
的
と
し
た
「
リ
サ
イ

ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
、
１
月　
２１

日
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
初
回

の
オ
ー
プ
ン
式
に
は
市
民
な
ど
約

３
５
０
人
が
訪
れ
、
約
８
０
０
点

の
衣
料
品
が
売
れ
る
な
ど
、
市
民

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

毎
週
木
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
会

場
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
出

し
た
固
形
燃
料
ご
み
の
な
か
か
ら

使
用
可
能
な
衣
料
品
を
選
別
し
、

き
れ
い
に
洗
濯
さ
れ
た
紳
士
用
、

婦
人
用
、子
ど
も
用
の
帽
子
や
服
・

ズ
ボ
ン
な
ど
約
1
5
0
0
点
も
の

再
生
衣
料
品
が
、
す
べ
て
１
０
０

円
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
場

者
か
ら
は
「
掘
り
出
し
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

物
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
良
い
こ

と
。こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
」

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ご
み
に
関
す
る
相
談
や
施
設
見
学

会
な
ど
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
１
０
２

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催催

ご
み
の
減
量
化
と
市
民
へ
の
還
元

毎
週
木
曜
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
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占冠村

しばれる山ん中の あったか～い温泉♪

　雪深い山の中にポツンとたたず
む湯の沢温泉。どれだけしばれて
も凍らないと言われている温泉水
は、寒さで固まった身体をほぐし
てくれます。春を迎える前に温泉
に浸かり冬の疲れをとりましょう。
　温泉で温まった後は、湯の沢温
泉の新メニュー、占冠産の鹿肉料
理をご賞味ください。

鰹問 湯の沢温泉 拶５６‐２３１１

南富良野町

南富良野特産「くまささ茶」

　「くまささ茶」は、ふらの山麓に
育まれた熊笹からエキスを抽出し
た〝清涼飲料水〟です。氷点下３０
度の厳寒の中でその緑を絶やすこ
となく生き続けるくまささの生命
力を感じてください。道の駅「南
ふらの」と町内各商店で販売して
いますので、ぜひご賞味ください。

鰹問 農産物処理加工センター 拶５２‐３０１２

上富良野町

美味しい「かみふらのポーク」

　恵まれた自然環境のなかで生産
され、厳選されたブランド「かみ
ふらのポーク」。好バランス・低カ
ロリーでヘルシーな豚肉をぜひご
賞味ください。
　上富良野町内の精肉店、焼肉店
で取り扱っていますので、宴会な
どにいかがですか。

鰹問 産業振興課 拶４５‐６９８３

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

冬の風物詩。やまべゆきんこまつり

らの地域担い手育成総合支援協
議会主催の「農業講演会」が２月

５日、保健センターで開催され、多くの
農業関係者が参加しました。講師の㈱
ジャパンバイオファーム 小祝 代表取締

こいわい

役社長は、土壌分析と施肥設計を行い、
植物生理のしくみを活用した作物の栽
培で｢美味しい、実が多い、害虫に強い
農作物は、みなさんにも簡単に作れます
｣と期待をよせました。

土壌分析と施肥設計で高品質多収穫を実現

まべゆきんこまつりが、２月１１日
に生涯学習センター周辺で行わ

れました。巨大滑り台や雪像に囲まれ
た会場では、地元商店や団体などの屋
台で豚汁やラーメンなどの販売があり、
特設ステージや広場では、「ジャンボカ
ルタ」などのイベントが行われました。
隣接する会場ではスノーラフティング
が行われ、エンジン音と歓声や悲鳴の
大合唱となりました。

や

ふ

中富良野町
地酒の美味しい季節になりました

　中富良野産のヘルシー米「ゆき
ひかり」から、かぐわしい香りに
包まれた吟醸酒「紫の雫」。円熟し
た味と芳醇な香りの純米酒「法螺
吹」。その味わいは「法螺」ではな
く、多くの人々を魅了しています。
ぜひ新酒を味わいください。

◆純米酒「法螺吹」７２０ml  1,１００円
◆吟醸酒「紫の雫」７２０ml  2,２００円

※なかふらのワインも好評販売中です。

鰹問 なかふらの酒造振興会 拶４４‐２２１３

「 おひなさま 」

３月３日の『ひ
なまつり』に向
けて作りました。
折り紙で紙コッ
プを折る要領で
着物の部分を作
りました。 
とても素敵な作
品に仕上がり喜
んでいた子ども
たちです。

東山保育所 
  さくら組
（年長児）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんの応募をお待ちしています。

応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４
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Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
テ
ー
ブ
ル
捌
冷
蔵
庫
捌
ス
キ
ー
ウ
ェ

ア
（
男
性
Ｌ
）
捌
水
槽
（　

㍑
）

３０

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
捌
Ｆ
Ｆ
式
ス

ト
ー
ブ
捌
電
子
ピ
ア
ノ
捌
携
帯
用
ラ
ジ

オ
捌
使
用
済
こ
い
の
ぼ
り
捌　
　

ス

５０
cc

ク
ー
タ
ー
捌
パ
ソ
コ
ン

消費者相談 Ｑ＆Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと山部支所、東山支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

未成年者契約（５０代 女性）

消費者相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時
※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　大学に通う19歳の息子のアパートで新聞の購読

　　　契約書（6カ月）を見つけました。契約してから

2週間目でクーリング・オフ期間は過ぎていましたが、

未成年者の場合は親の許可のない契約は取り消せると

聞いていたので、取り消しの電話をしました。しかし

販売店には安い金額だから未成年者でも取り消すこと

はできないと言われました。どうしてでしょうか。

　　　未成年者契約であっても親が自由に処分するこ
　　　とを許した財産、つまりお小遣いの範囲での契
約は取り消すことができないとなっています。新聞販
売店も1カ月の購読料金がお小遣いの範囲と解釈して
取り消せないと主張していると思われます。しかし相
談者が息子さんに仕送りしている金額は生活費のみで、
お小遣いまでは渡していませんし、学業が忙しくてア
ルバイトなどもできない状況だと話しています。息子
さんには自由に使えるお金はありませんので、この契
約は取り消せると思われます。相談者には仕送りの状
況を販売店に説明して交渉するよう助言しました。
　一人暮らしを始めると訪問販売、学生マルチなどさ
まざまなトラブルが降りかかるかもしれません。契約
したが、おかしいな、変だなと思ったら消費生活セン
ターに相談ください。

分別に迷ったら、市民環境課 (拶３９‐２３０８) へ

ごみＱ＆Ａ寄付  ありがとうございます

富良野市へ

珂共栄建機　山部市街地区の排雪作業
３３４台分（約１１０万円相当）

山嵜　修二さん　　　　  金５万円

使用できます。大型ごみまたは電気製品の収集を申し込むときに申し出
ください。電話での申し込みも可能です。

Ｑ
以前購入した古いごみ処理券が出てきたのですが使用できます
か？

Ｑ

A

Ａ
仏壇花や観賞用草花は、生ごみで出すことができます。なお、枝草
類の対象は、庭木の選定枝や刈草、落ち葉、花壇の草花、家庭菜園
から出る茎やつるなどです。枝草類の収集は4月から始まりますので、
詳細は3月中旬に配布されるごみ収集カレンダーで確認ください。

Ｑ
仏壇花が枯れたので捨てたいのですが冬期間、枝草類の収集があり
ません。どのように捨てたら良いのですか？また、枝草の収集はい
つから始まりますか？

ごみの分別で迷ったときは、「ごみの分け方・出し方ガイドブッ

ク（ピンク色の本）」に掲載してあるごみ分別辞典が便利です。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・
メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

ジーちゃんが作っ
てくれたアンパン
マンと。

佐々木 佐々木  
さ ささ さ きき

夏美 夏美 さんさん
なつみなつみ

　　(４歳(４歳））本町本町

●幼い子どもとテレビ

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
１
日
の

う
ち
ど
の
く
ら
い
テ
レ
ビ
を
見
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
３
歳
児
健
診

で
聞
き
取
っ
た
子
ど
も
の
テ
レ
ビ

の
平
均
視
聴
時
間
は
２
時
間　

分
２４

で
し
た
。「
１
時
間
以
内
」
と
時
間

を
決
め
て
い
る
家
庭
も
あ
れ
ば
、

「
起
き
て
い
る
間
は
つ
け
っ
ぱ
な

し
」
と
家
庭
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
長
時
間
見
せ
て
い
る
家
庭
で

は
、
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
い
る
こ
と

が
普
通
と
な
っ
て
い
て
、
親
も
子

も
「
な
が
ら
テ
レ
ビ
」
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

幼
い
子
ど
も
は
意
味
が
分
か
ら

な
く
て
も
テ
レ
ビ
の「
光
」や「
音
」

の
刺
激
に
反
応
し
て
引
き
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
画
面
を
見
続
け
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
見
た
い
と
思
っ
て
な
い

の
に
、
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
い
る
か

ら
見
て
い
る
。
食
事
の
時
も
遊
ん

で
い
る
時
も
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
る

と
目
の
前
の
こ
と
に
集
中
で
き
な

い
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
特
に
赤

ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
テ
レ
ビ
は
強
い

刺
激
と
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
空

間
で
１
日
中
テ
レ
ビ
の
機
械
音
を

聞
か
さ
れ
て
い
る
と
、
耳
で
は
聞

こ
え
て
い
る
け
ど
脳
で
は
音
を
受

け
流
す
と
い
っ
た
防
衛
反
応
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
毎
日
長
時

間
テ
レ
ビ
を
見
続
け
る
こ
と
で
、

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
上
手
く
い
か
な
い
、
表
情
が
乏

し
く
な
る
、
と
い
っ
た
発
達
へ
の

影
響
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
視
聴
が
直
接
発
達
を
阻

害
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
活
に
占
め
る
テ
レ
ビ
の

時
間
が
長
す
ぎ
て
、
自
分
の
体
や

頭
を
使
っ
て
遊
ぶ
時
間
が
少
な
く

な
り
、
そ
の
結
果
発
達
を
遅
ら
せ

て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

本
当
に
見
た
い
番
組
を
選
ん
で

見
せ
、
そ
れ
以
外
は
テ
レ
ビ
を
消

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
親
の
生
活
に
も
メ
リ

ハ
リ
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。
家
族
全
員
で
「
な
が
ら
テ
レ

ビ
」
を
や
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

おなかの中にいた時からの
お友達♪

嘉野 嘉野 　
かか　のの

愛子 愛子 さんさん　(６カ月(６カ月））老節布老節布
あいあいここ

辻   辻 　   
つつじじ

芯 芯 さんさん　  (８カ月(８カ月））老節布老節布
ししんん

左から

お元気ですか　保健師　です

家庭における子どものテレビ視聴時間
（平成２１年４月～平成２２年１月　３歳時健診１３３件）
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このページは広告料収入で作成しています

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

放
置
自
転
車
を
処
分
し
ま
す

　
市
で
は
、
駅
前
・
駅
東
・
山
部

駅
前
駐
輪
場
の
閉
鎖
後
に
、
長
期

間
放
置
さ
れ
た
自
転
車
を
市
役
所

で
保
管
し
て
い
ま
す
。
広
報
な
ど

で
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
に
引
き

取
り
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
が
、
引
き
取
り
の
な
い
自
転

車
は
、
条
例
に
も
と
づ
い
て
次
の

と
お
り
処
分
し
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
処
分

予
定
日
ま
で
に
引
き
取
り
を
お
願

い
し
ま
す
。
引
き
取
り
の
際
は
、

身
分
を
証
明
す
る
物
と
印
鑑
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

処
分
予
定
日　

３
月　

日
鰹火
 

以
降

１６

処
分
台
数　
　
　

台
４５

※
対
象
自
転
車
の
特
徴
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
市
役
所
公
示
板
に

告
示
し
て
い
ま
す
。

鰹問
 

財
政
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

引
越
し
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
へ
（
ご
み
の
処
分
）

　

３
月
に
入
る
と
引
越
し
な
ど
で

発
生
す
る
大
量
の
ご
み
を
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る
事
例

が
毎
年
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
引
越

し
な
ど
で
大
量
の
ご
み
を
一
度
に

処
分
さ
れ
る
際
は
、
ご
み
収
集
運

搬
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

ご
み
収
集
運
搬
許
可
業
者

　

富
良
野
地
区
清
掃
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
９
３
９

　

富
良
野
浄
化
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
４
７
４
４

　

富
良
野
清
掃
株
式
会
社

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
５
０
６
６

　

株
式
会
社
ふ
ら
の
衛
生
社

　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
３
９
６

　

ふ
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社

　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
３
７
１
２

３
月
の
大
型
・
電
気
ご
み
の
収
集
日

申
込
締
切
日　

３
月　

日
鰹水
 
１７

収
集
日　

３
月　

日
鰹火
 

・　

日
鰹水
 

２３

２４

※
く
わ
し
く
は
、
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
で
確
認
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

市
民
環
境
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

消
火
器
の
適
切
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て

老
朽
化
し
た
消
火
器
に
よ
る
事
故

牛乳を搾る暮らしと
飲む暮らし

河合　知子

　消費者が酪農家の暮ら
しを知り、生産者が牛乳乳
製品を食べる消費者の暮
らしを知ることは、今後の
日本酪農を支えていく上
で欠かせない。牛乳乳製品
を通して両者の相互理解
をはかる。「全酪新報」掲
載に加筆修正し書籍化。

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

　毎週月曜日
　２１日鰹日 、２３日鰹火 、２６日鰹金 ３月の休館日

２階展示ホール　

　３月７日鰹日 まで　全日写連富良野支部写真展
　３月１２日鰹金 ～１７日鰹水 　富良野高校書道部　書道展
　３月２４日鰹水 ～４月６日鰹火 　全日本学生書道展
２階多目的ホール　

　３月１３日鰹土 午前１０時３０分　おはなし会
　３月２０日鰹土 午前１０時３０分　英語のおはなし会
１階おはなしコーナー　
　毎週水曜日午後３時　どんぐりおはなし会

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

●児童書（新着）
柏葉　幸子つづきの図書館

佐藤　真紀ハウラの赤い花

●一般書（新着）
安部　龍太郎蒼き信長（上・下）

佐々木　譲北帰行

の
発
生

　

平
成　

年
９
月
、
大
阪
市
で
老

２１

朽
化
し
た
消
火
器
が
破
裂
し
、
小

学
校
４
年
の
男
子
児
童
の
頭
部
を

直
撃
す
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
事
故
は
、
男
子
児

童
が
屋
外
放
置
さ
れ
て
老
朽
化
し

て
い
た
消
火
器
を
興
味
本
位
に
安

全
ピ
ン
を
抜
き
レ
バ
ー
を
握
っ
た

た
め
、
構
造
上
弱
く
な
っ
て
い
た

底
部
が
吹
き
飛
び
破
裂
事
故
に
繋

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
火
器
の
維
持
管
理

　

消
火
器
の
設
置
場
所
は
、
で
き

る
だ
け
風
通
し
が
良
く
、
目
に
つ

き
や
す
い
場
所
と
し
、
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
る
場
所
、
湿
潤
な
場
所
な

ど
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
消
防
法

上
の
点
検
の
義
務
の
な
い
消
火
器

に
つ
い
て
も
、
そ
の
状
態
に
注
意

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

「
広
告
付
き
共
用
封
筒
」　
　
　
　

　
　
　
寄
付
募
集
の
お
知
ら
せ

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
市
役
所
で
使

用
す
る
「
共
用
封
筒
」
の
寄
付
を
募
集
し
ま
す
。

規　

格

虚
長
形
３
号
封
筒
 （
Ａ
４
用
紙
三
つ
折
り
が
入

る
サ
イ
ズ
で
す
）

許
角
形
２
号
封
筒
 （
Ａ
４
サ
イ
ズ
が
そ
の
ま
ま

入
る
サ
イ
ズ
で
す
）

※
表
面
は
、
印
刷
な
し
。
裏
面
に
広
告
と
注
意

文
を
掲
載
し
ま
す
。

封
筒
の
形
質　

虚
色　

ク
ラ
フ
ト
（
茶
）
封
筒

許
形
状　

ス
ミ
貼
型

距
封
筒
の
厚
さ
　

・
長
形
３
号
封
筒
＝　

ｇ
/
㎡

７０

・
角
形
２
号
封
筒
＝　

ｇ
/
㎡

８５

広
告
枠

虚
長
形
３
号
封
筒
 
　

縦
１
０
０
㎜
×
横
１
０
０
㎜　
（
最
大
）

許
角
形
２
号
封
筒
 

縦
１
５
０
㎜
×
横
２
１
０
㎜　
（
最
大
）

　

広
告
枠
内
で
、
広
告
を
封
筒
の
裏
側
下
半
分

に
印
刷
し
、
市
に
寄
付
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

掲
載
で
き
な
い
広
告

　

富
良
野
市
広
告
掲
載
規
程
及
び
広
告
取
扱
基

準
に
よ
り
、
法
令
な
ど
に
違
反
す
る
も
の
ま
た

は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
、
政
治
性
・
宗
教

性
が
あ
る
も
の
、
名
刺
広
告
な
ど
。

申
込
み　

４
月　

日
鰹金
 

ま
で
に
、
申
込
書
に
必

３０

要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
郵
送
先

〒
0
7
6
‐
8
5
5
5　

富
良
野
市
弥
生
町
１
番

１
号　

富
良
野
市
総
務
部
総
務
課
総
務
法
制
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
０
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広告①広告②

鰹問
 

富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら

２２

上
川
支
庁
は
上
川
総
合
振

興
局
へ

　

上
川
支
庁
は
、
北
海
道
の
こ
れ

か
ら
の
地
域
づ
く
り
を
担
う
総
合

出
先
機
関
と
し
て
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
す
。
今
後
も
市
町
村

と
連
携
協
力
し
、
地
域
の
課
題
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
広
域

的
な
観
点
に
立
っ
た
効
果
的
な
地

域
振
興
・
産
業
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
幌
加
内
町
は
、
空
知
支

庁
か
ら
上
川
総
合
振
興
局
の
所
管

と
な
り
ま
す
。

鰹問
 

上
川
支
庁
参
事
（
地
域
調
整
）

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
４
９
５
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

つ
い
て

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
平
成

　

年
１
月　

日
か
ら
全
国
共
通
で

２２

１２

実
施
し
て
い
る
消
費
生
活
相
談
窓

口
の
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
悪
質

商
法
に
よ
る
被
害
、
訪
問
販
売
・

通
信
販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
の
相
談
窓
口
を
案
内
し
て
い

ま
す
。

　

基
本
的
に
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
に
あ
る
市
町
村
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま

す
の
で
、
富
良
野
市
に
お
い
て
は
、

富
良
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
（
土
日
・
祝
祭
日
除
く
）

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

拶
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
１
１
６
６

鰹問
 

市
民
環
境
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

大
丈
夫
？
振
り
込
む
前
に

再
確
認

◆
落
ち
着
こ
う
、
振
り
込
む
前
に

相
談
を
。
大
切
な
の
は
、
一
人
だ

け
で
判
断
し
な
い
こ
と

　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
被
害
者
の

弱
み
や
親
子
の
情
愛
に
つ
け
込
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
被
害
者
を
だ

ま
し
て
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　

不
審
な
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た

り
、
身
に
覚
え
の
な
い
郵
便
物
な

ど
が
届
い
た
ら
、
ま
ず
は
事
実
の

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
へ
の
捜
査
協
力
の

お
願
い

　

あ
や
し
い
電
話
、
メ
ー
ル
を
受

信
し
た
場
合
、「
だ
ま
さ
れ
た
ふ

り
」
を
し
て

○
電
話
番
号
、
口
座
番
号
、
現
金

の
送
り
先
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な

ど
を
聞
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
話
機
の
録
音
機
能
な
ど
で
犯

人
と
の
会
話
を
録
音
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

を
払
い
、
老
朽
化
な
ど
異
常
が
発

見
さ
れ
た
も
の
は
、
消
火
訓
練
な

ど
も
含
め
て
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

消
火
器
の
廃
棄
に
つ
い
て

　

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
廃
消

２２

火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
、

回
収
窓
口
と
な
っ
て
い
る
事
業
者

へ
引
き
取
り
依
頼
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
引
き
取
り
に
か
か
る
費

用
・
詳
細
な
ど
は
、
事
業
者
へ
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
団
法
人

日
本
消
火
器
工
業
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.jfem

a.or.jp

   
 
 
     
       /  

悪
質
業
者
に
ご
注
意

　

廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
運
用
開
始
に
伴
い
、
悪
質
業
者

に
よ
る
引
き
取
り
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関

連
し
た
訪
問
販
売
・
回
収
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

困
り
ご
と
は
人
権
擁
護
委
員
に
！

１
月
か
ら
荒
木
美
恵
子
さ
ん
が
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

１
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣

か
ら
荒
木
美
恵
子
さ
ん
が
新
た
に

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

人
権
擁
護

委
員
は
、
地

域
の
な
か
で

人
権
侵
害
が

起
き
な
い
よ

う
に
見
守
り
、

も
し
、
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
相
談
と
法
務
局
な
ど
の
専
門

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
救
済

を
図
り
ま
す
。

　

現
在
、
５
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
人

権
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

市
民
環
境
課　

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

電話番号住　　所氏　　名

22-1662桂木町４番１３１号山下 正秋 さん

22-2854栄町８番７号高井 敏子 さん

42-2161山部５町内藤田 幸恵 さん

22-4791北麻町６番１号天日 　守 さん

22-5536花園町２番１４号荒木 美恵子さん
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○
犯
人
が
直
接
取
り
に
く
る
と
言
っ

て
き
た
ら
、「
用
事
が
あ
る
の
で
」
な

ど
と
言
っ
て
時
間
か
せ
ぎ
を
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
「
１
１

０
番
」
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
に

電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

鰹問
 

富
良
野
警
察
署　

　
　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・
・

献
血
は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

次
の
日
程
で
移
動
献
血
車
「
ひ
ま

わ
り
号
」
が
各
会
場

を
巡
回
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

鰹問
 

保
健
医
療
課

　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・
・

山
部
支
所
が
移
転
し
ま
す

　

山
部
支
所
が
３
月　

日
鰹火
 

か
ら
山

２３

部
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
移
転
し

ま
す
。
な
お
、
図
書
室
は
一
般
図
書

を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
移
設
し
、

４
月　

日
鰹土
 

か
ら
利
用
が
で
き
ま
す
。

１０

ま
た
、
児
童
書
は
山
部
小
学
校
図
書

室
へ
移
設
し
ま
す
。

鰹問
 

山
部
支
所　

拶
４
２
‐
２
１
２
１

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・
・

こ
と
ぶ
き
大
学
生
募
集

入
学
資
格　

市
内
に
住
ん
で
い
る　
６０

歳
以
上
の
方
（
平
成　

年
４
月
１
日

２２

現
在
）
で
学
ぶ
意
欲
が
あ
り
、
通
学

が
可
能
な
方

修
業
年
数　

　
　
　
　

本
科
４
年
、
大
学
院
２
年

学
習
内
容　

教
養
、
教
科
別
学
習
、

ク
ラ
ブ
学
習
、
奉
仕
活
動
、
自
治
活

動
、
各
種
行
事
（
年
間
約　

日
）

３０

必
要
経
費　

共
通
教
材
費
（
年
間
１

２
０
０
円
）、ク
ラ
ブ
学
習（
教
材
費
）、

宿
泊
研
修
、
学
生
自
治
活
動
な
ど
の

費
用

募
集
人
員
／
申
込
先　

富
良
野
校
（
文
化
会
館
）　

人
３０

拶
３
９
‐
２
３
１
８

山
部
校
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　

人　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

２０東
山
校
（
東
山
公
民
館
）　

人
２０

拶
２
７
‐
２
１
２
１

申
込
期
限　

３
月　

日
鰹金
 

ま
で

１９

鰹問
 

社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・
・

空
知
川
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
森
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
格
安
プ
レ
ー
券
販
売

　

空
知
川
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
森
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
で
は
、
オ
ー
プ
ン
を
前
に
格

安
（
通
常
料
金
の
２
割
引
）
の
前
売

り
プ
レ
ー
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

数
量
限
定
に
つ
き
お
早
め
に
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格
（
５
回
分
）

●
一
般

【
平
日
用
】　
　
　　

1
2
0
0
0
円

【
土
・
日
・
祝
日
用
】　

　
　
　
　
　
　
　
　

1
６
0
0
0
円

●
シ
ニ
ア
（　

歳
以
上
）

６５

【
平
日
用
】　
　
　
　
　

８
0
0
0
円

【
土
・
日
・
祝
日
用
】

　
　
　
　
　
　
　
　

1
２
0
0
0
円

販
売
期
間　

５
月
９
日
鰹日
 

ま
で

鰹問
 

空
知
川
ゴ
ル
フ
公
社

　
　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
４
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・
・

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

応
募
資
格　

満　

歳
以
上
の
健
康
な

２０

方
で
、
空
知
川
に
接
す
る
機
会
が
多

く
、
河
川
愛
護
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
方
。

業
務
内
容　

空
知
川
の
次
の
モ
ニ

タ
ー
区
間
に
関
し
て
、
河
川
の
利
用

や
環
境
、
愛
護
活
動
な
ど
の
各
種
情

報
や
そ
の
他
の
地
域
情
報
な
ど
を
月

１
回
程
度
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～　新年度の学生を募集しています　～

富良野沿線の農業後継者が集う農業特別専攻科

ところとき（３月）

コープさっぽろ富良野店１０：００～１３：００
１４：００～１７：００５日鰹金 

ふらの農協山部支所
旭川信金富良野支店前
富良野協会病院駐車場

１０：００～１１：４０
１３：００～１４：２０
１４：４０～１７：００

８日鰹月 

商工会議所前
ふらの農協本所
富良野緑峰高等学校

１０：００～１１：４５
１３：００～１５：００
１５：２０～１６：３０

９日鰹火 

富良野市役所
新富良野プリンスホテル

１０：００～１４：３０
１５：００～１６：３０１０日鰹水 

　

富
良
野
緑
峰
高
等
学
校
に
は
、
地
域

農
業
の
担
い
手
を
教
育
す
る
農
業
特
別

専
攻
科
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
校

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
集
ま
っ
て

く
る
の
は
若
き
農
業
者
達
で
す
。
学
業

を
終
え
た
ば
か
り
の
方
や
Ｕ
タ
ー
ン
者

な
ど
初
め
て
農
業
に
携
わ
ろ
う
と
す
る

方
、
す
で
に
何
年
間
も
営
農
に
携
わ
っ

て
い
る
方
な
ど
農
業
経
験
の
幅
は
い
ろ

い
ろ
で
す
が
、
未
来
の
農
業
経
営
に
夢

を
持
つ
共
通
項
で
か
た
く
結
ば
れ
た
仲

間
た
ち
で
す
。

　

夏
の
農
繁
期
に
は
、
自
家
の
農
作
業

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、
で
き
る
限
り

登
校
日
を
少
な
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の

か
わ
り
先
生
達
が
個
別
訪
問
し
、
実
際

に
栽
培
し
て
い
る
作
物
を
教
材
に
し
て

指
導
を
行
う
青
空
教
室
を
行
い
ま
す
。

冬
に
な
る
と
連
続
し
た
登
校
日
と
な
り
、

座
学
に
よ
り
各
作
物
の
栽
培
技
術
や
簿

記
、
施
肥
設
計
な
ど
の
農
業
に
特
化
し

た
専
門
科
目
を
学
び
ま
す
。
ま
た
農
業

特
別
専
攻
科
で
は
、
先
進
的
な
経
営
を

さ
れ
て
い
る
農
業
者
や
試
験
場
・
農
業
関
連
メ
ー
カ
ー
な
ど
を

訪
問
す
る
視
察
研
修
の
機
会
を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
。
直
接
自

分
た
ち
の
目
や
耳
で
見
聞
き
し
た
こ
と
は
、
普
段
の
学
習
以
上

に
参
考
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
農
業
特
別
専
攻
科
で
は
、
新
年
度
へ
向
け
て
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
地
域
農
業
の
担
い
手
で
あ
れ
ば
年
齢
や
性
別

に
関
係
な
く
出
願
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
文
と
面
接
に
よ
り
選

考
さ
れ
ま
す
。
農
業
者
と
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に

も
、
そ
し
て
富
良
野
地
域
沿
線
の
仲
間
と
絆
を
深
め
る
た
め
に

も
ぜ
ひ
、
農
業
特
別
専
攻
科
で
学
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

２
次
募
集　

３
月　

日
鰹木
 

ま
で　

選
考
試
験
日　

３
月　

日
鰹金
 

１８

１９

３
次
募
集　

４
月
６
日
鰹火
 

ま
で　

選
考
試
験
日　

４
月
７
日
鰹水
 

　
　
　
　
　

鰹問
 

富
良
野
緑
峰
高
等
学
校　

拶
２
２
‐
２
５
９
４
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モ
ニ
タ
ー
区
間　

虚
富
良
野
市
第
四
鉄
道
橋
か
ら
布
部

大
橋
ま
で
１
区
間
（
右
岸
）

許
富
良
野
市
山
部
橋
か
ら
南
富
良
野

町
下
金
山
水
管
橋
ま
で
１
区
間

募
集
人
員　

各
区
間
１
人

任　

期　

５
月
１
日
〜　

月　

日

１０

３１

報　

酬　

薄
謝
支
給

応
募
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年

月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
及
び
希
望

す
る
モ
ニ
タ
ー
区
間
を
明
記
の
う
え
、

３
月　

日
鰹金
 

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

２６

さ
い
。

問
合
せ
／
申
込
先

〒
０
６
０
‐
８
５
４
１

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西　

丁
目

１９

札
幌
開
発
総
合
庁
舎

石
狩
川
開
発
建
設
部
管
理
課
「
河
川

愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
係
」

拶
０
１
１
‐
６
２
１
‐
１
１
９
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ハ
イ
チ
地
震
災
害
救
援
金
の

受
付

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
１
月　

日
１３

（
現
地　

日
）
に
発
生
し
た
ハ
イ
チ

１２

（
カ
リ
ブ
海
地
域
）大
地
震
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
の
救
援
金
の
募
集

を
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

募
集
期
限　

３
月　

日
鰹水
 

ま
で

３１

受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
（
手
数
料
免
除
）

【
加
入
者
名
】　

日
本
赤
十
字
社

【
口
座
番
号
】

　
　

０
０
１
１
０
‐
２
‐
５
６
０
６

※
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
「
ハ
イ
チ

地
震
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
の
場

合
は
、
振
替
手
数
料
は
掛
か
り
ま
せ

ん
。

※
受
領
証
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
通

信
欄
に
「
受
領
証
希
望
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区
の

窓
口
（
福
祉
課
福
祉
総
務
係
内
）

鰹問
 

福
祉
課　
　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

講
座
・
試
験

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・
・

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

受
験
資
格　

虚
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

５６

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

許
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
方
で
次
に
掲
げ
る
方

①
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成　
２３

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

受
付
期
間　

４
月
１
日
鰹木
 

〜　

日
鰹水
 
１４

試
験
区
分
・
採
用
予
定
者
数

労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法
文
系
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
１
０
０
人

労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

約　

人
２０

１
次
試
験
（
試
験
日
・
試
験
会
場
・

試
験
種
目
）

　

６
月　

日
鰹日
 
　

札
幌
市

１３

　

教
養
試
験
、
専
門
試
験

問
合
せ
／
申
込
先

〒
０
６
０
‐
８
５
６
６

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１
‐

１　

札
幌
第
一
合
同
庁
舎

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課

拶
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・
・

国
家
公
務
員
採
用
試
験

国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
（
大
学

卒
業
等
程
度
）　

受
付
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

４
月
１
日
鰹木
 

午
前
９
時
〜
３
日
鰹土
 

午
後　

時
１０

　

郵
送
ま
た
は
持
参　

４
月
１
日
鰹木
 

〜
８
日
鰹木
 

国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験
（
大
学

卒
業
等
程
度
）

受
付
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

４
月　

日
鰹土
 
１０

午
前
９
時
〜　

日
鰹水
 

午
後
５
時

１４

　

郵
送
ま
た
は
持
参　

４
月　

日
鰹月
 
１２

〜　

日
鰹水
 
２１

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験
（
高
等

学
校
卒
業
等
程
度
）　

受
付
期
間　

６
月　

日
鰹火
 

〜　

日
鰹火
 

２２

２９

※
詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.jin
ji.g
o
.jp

   
 
 
    
    
 
   /  

saiy
o
/saiy
o
.h
t

    
 
     
 
  
 m  

問
合
せ
／
申
込
先

〒
０
６
０
‐
０
０
４
２

札
幌
市
中
央
区
大
通
西　

丁
目　

札

１２

幌
第
３
合
同
庁
舎

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課

拶
０
１
１
‐
２
４
１
‐
１
２
４
８

年年金金だだよよりり
●平成２２年度年金事務相談所開設について
　平成２２年度の年金事務相談の日程が下表のとおり決
まりました。
　完全予約制となっていますので、予約を希望される方
は市役所２番窓口か、直接旭川年金事務所（拶０１６６－７２
－５００４）に電話してください。相談受付時間は午前９時
３０分から午後４時までです。
　相談される方及び配偶者の基礎年金番号が分かるも
の（年金手帳・納付書など）が必要になります。

●安心・便利・確実な口座振替
　国民年金の保険料は、金融機関やコンビニなどで納め

ることができます。しかし、「忙しくて納めに行く暇が
ない…」という方には、口座振替をお勧めします。
　口座振替を利用すると、金融機関の口座から自動的に
国民年金保険料が引き落とされるので、毎月金融機関に
行く手間と時間が省け、納め忘れの防止にもなり安心で
す。申し込みは、納付書・通帳・印鑑を持参のうえ、ご
利用の金融機関・年金事務所で手続きしてください。
　申し込みや引き落としに手数料は一切かかりません。
口座振替開始は、申し込みの１～２カ月後となります。
　開始月は後日送付される「国民年金保険料口座振替」
で確認してください。

保険料の支払いはお忘れなく
鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和２０年３月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日
以降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、
誕生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きに
なります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印
鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。

会　　場開設月日会　　場開設月日

市役所
大会議室

５月２０日鰹木 

富良野
商工会議所

４月１５日鰹木 
７月２２日鰹木 ６月１７日鰹木 
９月２１日鰹火 ８月１９日鰹木 
１１月１８日鰹木 １０月２１日鰹木 
１月２０日鰹木 １２月１４日鰹火 
３月１７日鰹木 ２月１７日鰹木 
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■２月１２日と１３日に行われた「札幌交響楽団富良野
ファミリーコンサート」「樹海の森の小さな音楽会」
を聞きに行きました。普段音楽にはあまり触れる機
会はないのですが、それぞれ特色のある演奏や合唱
にとても感動しました。あらためて、音楽の素晴ら
しさを体感できた両日でした！（い）

編集
後記

背
を
ま
る
く
山
笑
ふ
日
を
待
ち
に
け
り

保
田　

貞
子

仏
燈
に
ゆ
っ
く
り
と
か
む
年
の
豆

岩
田　

美
雪

遠
景
の
樹
氷
き
ら
き
ら
峠
越
え

東
野　

ミ
ネ

吊
し
雛
朝
日
に
影
を
つ
く
り
を
り

東
所　

栄
子

あ
き
ん
ど
の
巳
が
荷
に
座
す
春
の
駅

佐
藤　

輝
夫

来
し
方
を
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
春
炬
燵
　
　
　

中
田　

通
子

年
賀
き
て
君
住
む
町
の
潮
騒
が

聞
こ
え
る
よ
う
で
心
ざ
わ
め
く　
　
　
　

山
内　

千
代

厨
辺
の
激
辛
な
ん
ば
ん
束
ひ
と
つ

夕
日
に
燃
え
て
し
ば
し
輝
く　
　
　
　
　

坂
東　

節
子

曙
の
空
に
そ
び
立
つ
十
勝
嶺
は

い
か
し
く 
美 
し
き
朝
の
目
覚
め
に　
　
　

岡
野　

愛
子

は

雪
降
ら
ば
除
雪
頼
ま
む
こ
の
年
は

豪
雪
に
泣
く
破
産
寸
前　
　
　
　
　
　
　

赤
沼　

ひ
さ

阿
吽
の
呼
吸
も
い
つ
し
か
調
ひ
て

よ
き
里
に
住
み
金
婚
迎
ふ
る　
　
　
　
　

中
島　

芙
蓉

曳

　

昨
年
盗
難
さ
れ
た
、
世
界

ボ
ク
シ
ン
グ
評
議
会
バ
ン
タ

ム
級
王
者
で
郷
土
出
身
の
長

谷
川
穂
積
選
手
の
グ
ロ
ー
ブ

が
西
脇
市
役
所
に
再
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

盗
難
か
ら
戻
っ
て
き
た
グ

ロ
ー
ブ
は
、
ア
ク
リ
ル
板
で

保
護
し
防
犯
対
策
を
施
し
ま

し
た
。
グ
ロ
ー
ブ
に
触
れ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　３月２７日鰹土 　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
広
報
に
し
わ
き
２
月
号
よ
り
）

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
グ
ロ
ー
ブ
を
再
展
示

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
長
谷
川
選
手
の
活
躍
を
紹
介

昨
年
盗
難
さ
れ
た
グ
ロ
ー
ブ
が
無
事
に
戻
り
ま
し
た

■近年、世の中に漂っている 閉  塞  感 。先日、そんな
へい そく かん

閉塞感を打開すべく夜の街へ繰り出すと、陽気な外
国人の集団に偶然出会い、とても開放的でハッピー
なひとときを過ごすことができました。ただ、自分
の財布の閉塞感は打開する 術 もなく、当たりもしな

すべ

い宝くじの話で盛り上がるしかないわけで…。（う）


